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令和７年第１回枝幸町議会定例会会議録  

 

○議事日程（第１号）  

令和７年３月６日（木曜日）   午前１０時００分開会 

第 １        会議録署名議員の指名 

第 ２        会期の決定 

第 ３        諸報告 

第 ４        行政報告・教育行政報告 

第 ５        令和７年度町政執行方針・教育行政執行方針 

第 ６        一般質問 

第 ７ 陳情第 １号 政府機関紙の庁舎内勧誘行為における庁舎管理規則の徹底を求め

る要望書 

第 ８ 陳情第 ２号 日本国憲法の尊重・擁護に関する要請について 

第 ９ 発議第 １号 枝幸町議会ハラスメント防止条例について 

第１０ 同意第 １号 枝幸町教育委員会委員の任命について 

第１１ 議案第 ４号 枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例について 

第１２ 議案第 ５号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

第１３ 議案第 ６号 枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

第１４ 議案第 ７号 枝幸町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部を改正する条例について 

第１５ 議案第 ８号 枝幸町犯罪被害者等支援条例について 

第１６ 議案第 ９号 枝幸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について 

第１７ 議案第１０号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

第１８ 議案第１１号 枝幸町医療技術者等修学資金及び就業時一時金貸付条例の一部を

改正する条例について 

第１９ 議案第１２号 枝幸町資料館施設条例の一部を改正する条例について 

第２０ 議案第１３号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算について 

第２１ 議案第１４号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について 

第２２ 議案第１５号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について 

第２３ 議案第１６号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算について 

第２４ 議案第１７号 令和６年度枝幸町水道事業会計補正予算について 

第２５ 議案第１８号 令和６年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算について 

第２６ 議案第１９号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算について 

第２７ 議案第２０号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について 

第２８ 議案第２１号 令和７年度枝幸町一般会計予算について 

第２９ 議案第２２号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計予算について 

第３０ 議案第２３号 令和７年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計予算について 

第３１ 議案第２４号 令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計予算について 
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第３２ 議案第２５号 令和７年度枝幸町港湾整備事業特別会計予算について 

第３３ 議案第２６号 令和７年度枝幸町水道事業会計予算について 

第３４ 議案第２７号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計予算について 

第３５ 議案第２８号 令和７年度枝幸町下水道事業会計予算について 

第３６ 議案第２９号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計予算について 

第３７ 報告第 １号 寄附採納について 

第３８        議員派遣の件について 

第３９        閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 
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（午前１０時００分）  

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） おはようございます。 

日一日と夜が明けるのが早くなっているような気がいたします。春がだんだん近づ

いているなという気がいたします。 

枝幸の浜も海明けをいたしまして、本日からホタテの漁場造成、それから３月 15

日から毛ガニ篭漁が解禁となります。これから活発な漁が行われると思います。今年

も豊漁になることを願うばかりであります。 

ここ１、２年、AI のその進歩というのは、非常に我々の驚くほど進歩しておりま

す。 

前は、将棋の藤井聡太７冠が AI に勝ったり負けたりということがありましたが、

最近では、藤井聡太７冠が、もう AI には勝てないだろうという、そういう予想も出

ております。 

本当に AI の発達というものが目まぐるしいものがありまして、もう AI の知能が人

間の知能を超えたというふうなことも言われております。 

今、AI の話をしますと、我々、我々が人工知能と対面で言葉で対応できるそうい

うような状況になってきております。 

これから人間のコミュニケーション、どういうふうになっていくのかなというふう

に思いますが、物事が進歩していくのは大変ありがたいことでありますけども、また、

最近はその危うさもいろいろ指摘されているところでございますが、我々もその辺を

十分考えながらこれから、そういうこともしてまいりたいというふうに思います。 

今日は、枝幸町の若いお母さん方から、枝幸町議会で傍聴したいという申し出があ

りまして、是非ともおいでくださいということで許可をしております。 

そのことにつきまして、枝幸町議会でも、そういうことに対して対応したことも行

っておりますので、安心して傍聴していただきたいというふうに思います。 

若いお母さん方には、また議会の活発な質疑応答、また議会がどのように活動して

いるか、どのような町政運営がされているか、理解を深めていただければというふう

に思います。 

この議会もテレビで中継をされておりますが、やはりテレビ中継で見るのとやっぱ

り現場に来てみていただくと、この臨場感があるのとでは大きな違いがあるだろうな

というふうに思いますので、枝幸町議会、どんどんいろんな方に傍聴をしていただき

たいというふうに思います。 

ちょっと、枝幸でまたコロナウイルスの感染がまた拡大しているようでございます

ので、本定例会もマスクの着用をお願いするものであります。また１時間ごとに空気

の入れ替えもしてまいりたいと思いますので、ご理解のほどよろしくお願いをいたし

ます。 

それでは、只今より令和７年第１回幸町議会定例会を開会いたします。 

これより本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。ただいまの出席議員は 11 名全員でご

ざいます。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０４分） 
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◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 １番岩谷隆行議員、２番渡辺明徳議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会において協議し、本日から 11 日までの６日間

としたいと思います。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 11 日までの６日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付しておりますとおり、

12 月 17 日開会の令和６年第４回定例会以降の会議等についての内容でございますの

で、主なものだけを報告させていただきます。 

第５回まちづくり等調査特別委員会は、令和６年第４回定例会終了後の 12 月 18 日

に開催し、ふるさと創生総合戦略の進捗状況についてや、令和５年度地域交通の利用

状況についてなどの調査を行い、町側より説明を受けました。 

議会改革特別委員会は１月 17 日の午前中に開催し、ファミリーサポート会員及び

枝幸高校生との懇談会の実施について協議を行ったほか、次期の改選期に向けて、議

員定数、報酬、期末手当の支給率について協議を行いました。 

この議員定数、報酬、期末手当の部分については、議員のなり手の確保を図ること

を視点に、今後とも慎重に協議を重ねていくことといたしました。 

議会全員協議会は、同日の午後に第１回目が開催され、第２次行財政改革大綱後期

実施計画実績報告について、物価高騰対応重点支援についてなど４つの案件について、

また、１月 31 日には第２回目が開催され、国保事業費納付金等の算定結果及び税率

等改正について、特別養護老人ホーム歌翠園の改修についてなど４つの案件について、

それぞれ町側から説明を受けております。 

宗谷町村議会議長会定期総会が１月 21 日に稚内市で開催され、私と事務局長が出

席をし、令和７年度事業計画案及び予算案が審議されました。また、北海道知事との

懇談事項として、物流業界等における 2024 年問題への対策についてが決定され、後

日、宗谷町村議会議長会の藤井会長が知事との懇談に出席されております。 

ファミリーサポート会員の方々との懇談会は１月 23 日に開催し、主に子育て政策

に関する事項について要望等を聞きながら意見交換をいたしました。 

子育て世代の親御さんの意見を一般質問という形で町政に反映しながら、枝幸町が、

より子育てしやすいまちとなるよう活動を進めてまいりたいと考えております。 

令和７年第１回枝幸町議会臨時会は１月 31 日に開催され、議会運営委員に遠山委

員、議会広報編集委員に秋川委員を選任したほか、令和６年度一般会計に係る補正予
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算の専決処分の承認及び補正予算、公の施設に係る指定管理者の指定についてを審議

し、可決しております。 

議会広報編集特別委員会は、令和７年第１回目を１月 29 日に開催し、議会広報 71

号の発行に向けた協議が行われ、２月 27 日付けで各家庭に配布しております。 

第２回目は３月３日に開催し、第 72 号の編集に向けた協議が行われております。 

総務文教常任委員会は２月 17 日に開催し、犯罪被害者等の支援施策について、情

報通信関連施設についてなど８件の所管事務調査を行っております。 

産業厚生常任委員会は、第１回目を臨時会終了後の１月 31 日に開催し、副委員長

に村上委員を選任いたしました。 

第２回は２月 18 日に開催し、医療技術者等修学資金貸付及び就業時一時金貸付に

ついて、公共育成牧場管理運営状況についてなど 10 件の所管事務調査を行っており

ます。 

議会運営委員会は、３月３日に開催し、本定例会の議事運営の審議などについて協

議をしております。 

以上、簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和７年第１回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

本定例会につきましては、同意案件が１件、条例案件が９件、予算案が 17 件、報

告事項１件をご提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

12 月 17 日に開会されました令和６年第４回定例会以降の諸行事につきましては、

お手元の報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いた

します。 

はじめに、昨年 12 月に決定された国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合

経済対策により、物価高の影響を受ける低所得者への支援として実施する、物価高、

いや、失礼しました、物価高騰重点支援給付金についてご報告いたします。 

本給付金は、令和６年度の住民税非課税世帯に１世帯当たり３万円、このうち子育

て世帯には子ども１人当たり２万円を加算して給付されます。 

当町でも、迅速にこれらの支援を届けるため、所要な予算を 12 月 20 日に専決処分

し、年始早々から、対象者抽出や制度周知を行いながら順次案内を発送し、２月中旬

には１回目の支給を行いました。 

現在、申請受付の期間中ではありますが、対象者として把握できる方には概ね支給

を完了しております。 

また、同じく国の経済対策で追加された、地域の実情に応じた物価対策推進のため

に交付される重点支援地方交付金を活用した主な支援内容を申し上げます。 
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当町の基幹産業である酪農業は、配合飼料などの生産資材の高騰や必然的な副産物

となる雄の子牛価格の下落などの影響を受け、酪農経営が圧迫される状態が長期化し

ております。 

このような厳しい状況にある酪農業を支援するため、今年度においても、昨年、一

昨年に続き飼養頭数に応じた助成を行う措置を講じ、合わせて実施する良質な学校給

食の提供などの生活支援とともに、適切な対応を行ってまいります。 

次に、１月 27 日に開催した令和７年新春枝幸町経済懇談会についてご報告いたし

ます。 

経済懇談会は町が主催し、各分野の政策やまちづくりへの課題を町内産業経済界の

代表らと共有し、意見交換を行う重要な場として、毎年１回程度開催しております。 

今年度は年明けの開催となり、主に令和７年度の主要政策に向けた町側からの情報

提供をはじめ、各産業経済団体のご意見やご要望など、現場の声をお聞かせいただき

ながら懇談を深めました。 

今後も各団体との率直な情報交換による信頼関係を築き、共通する人手不足解消や

物価高対策などの大きな懸案事項を乗り越えるため、緊密な連携の重要性を再確認し

たところであります。 

最後に、枝幸町と北海道枝幸高等学校、並びに千葉県柏市に本部を置く麗澤大学の

三者による連携協定について申し上げます。 

２月 21 日に、相互連携を強化し、それぞれの持つ人材や資源を有効活用した人材

育成や教育振興、文化、文化観光などの協働活動を推進するため、包括連携協定を締

結しました。 

協定締結式には、駒澤大学の徳永がわ、徳永澄憲学長をはじめ大学、失礼しました、

麗澤大学の徳永澄憲学長をはじめ、大学関係者がオンラインで参加され、枝幸高等学

校の小原 茂校長とともに、三者で協定書を取り交わしました。 

当町では、協定締結日にも来町された同大学外国語学部の山川和彦教授を中心に、

これまで枝幸高等学校との連携事業などに取り組んできましたが、今後は、連携協定

に基づき、地域資源を生かした学びを活性化し、地域社会で活用する人材を育てるこ

とを目指してまいります。 

以上申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 引き続き、これで町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から去る 12 月 17 日に開会されました第４回定例会以降の教育行政の中から、主

な点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通し

願います。 

はじめに、２月４日の吹雪と大雪に係る町内小中学校の臨時休校についてです。 

当町の吹雪や大雪による臨時休校の基準は、警報が発令される又は発令が予想され

る場合に実施することになっております。 

当日は、注意報のみで警報は発令されておりませんでしたが、全道的な悪天候が予

測されていましたので、前日に稚内気象台に確認し、各学校長とも協議した結果、通
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学路の確保など安全面を考慮し、全小中学校を臨時休校といたしました。 

今後も、警報が発令されていない場合であっても、天候状況を臨機応変に判断し、

登下校時間の繰り上げ繰り下げを行うなど、児童生徒の安全確保に努めてまいります。 

次に、１月 12 日に、中央コミュニティセンターにおいて令和７年枝幸町二十歳の

集いを挙行いたしました。 

参加された二十歳の対象者は 50 名、ご家族の方々も 60 名ほど参列され、ご来賓の

参列及び祝辞をいただきました。社会人としての自覚を新たに、郷土に誇りを持ち、

これからの人生を歩んでいくと、力強い誓いの言葉が述べられました。 

次に、１月 18 日に、三笠山スキー場においてジュニアスキー教室を開催しました。 

この教室は、まだスキーに慣れていない小学校１年生を対象に、スキー用具の扱い

方、基礎技術の習得を目的に行われ、９名の参加がありました。教室では、スキー指

導員の方々からスキー技術に応じたレッスンがマンツーマンで行われ、頂上から滑り

降りることができるようになった児童も多数おりました。 

次に、２月 23 日に、三笠山スキー場で、古川年正杯第 43 回枝幸三笠山スラローム

競技大会が道内各地から 78 名の参加のもと開催いたしました。大会に出場した５歳

から 72 歳までの選手たちは、これまでの練習の成果を発揮し、果敢に旗門を攻めて

おりました。 

大会の開催にあたり、協賛いただいた事業者各位、大会運営にご協力いただいた

方々に、この場をお借りして厚くお礼を申し上げます。 

次に、今年度の小中学校の卒業者数は、小学校は前年比 7 名減の 43 名、中学校は

前年比３名減の 61 名であります。また、新年度の小中学校の入学者数は、小学校は

前年比 13 名増の 53 名、中学校は７名減の 43 名で、全児童生徒数は、小学校が前年

度比２名増の 264 名、中学校が前年度比 21 名減の 127 名で、総数では 19 名減の

391 名となります。 

なお、令和７年度の高校進学志願状況ですが、町内中学校の卒業生 61 名中、枝幸

高校への進学希望者は前年度比 13 名減の 32 名であり、第１学年は１学級となる見込

みであります。教育委員会としては、このような状況に危機感を強め、早急に枝幸高

校の魅力をより一層高めるため、企画課と連携して、令和７年度から枝幸高校の生徒

に対する就学支援を拡充する予定であります。 

以上申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育行、教育長の教育行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 令和７年度町政執行方針・教育行政執行方針 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 令和７年度町政執行方針を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 令和７年第１回枝幸町議会定例会の開会にあたり、町政執行

の基本的な方針と主要施策への私の所信を申し上げ、町民の皆様、議員の皆様のご理

解とご協力を賜りたいと存じます。 

当町は、平成 18 年３月に宗谷管内で唯一市町村合併を行い、新たな町として歩み

を始めてから、早いもので 20 年の節目を迎えます。 

合併後、２代目の町長として町政執行のかじ取り役を任され、これまで 11 年間、
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未来につながるまちづくりを基本姿勢に、幾多の行政課題に立ち向かいながら、着実

にまちづくりを進めてまいりました。 

しかし、町政運営では、地方全体が抱える人口減少や、日々進歩を遂げるデジタル

化への転換をはじめ、物価高騰による厳しい経済状況への対応、地球温暖化による気

候変動への備えや、基幹産業の生産性向上など、いまだ、取り組みの、取り組み半ば

の政策も数多くあります。 

これから当町は、時代の転換期として重要な局面に立つ現実を直視し、多様な住民

ニーズに迎え、これまでの価値観にとらわれず、ときには変革への道を切り開き、町

民の皆様とともに将来に向けた持続的な発展に取り組んでいかなければなりません。 

そのためにも、町の将来像である、心が結ぶ、森と海、優しさと活気あふれる北の

理想郷、この実現を目指し、これまでの道のりを振り返りながら、新しい未来へつな

がるまちづくりを任期最後の１年間でしっかり取り組む決意を強くしているところで

あります。また、新しい政策を進める中、町の将来ビジョンであり、まちづくりを進

めていくうえでの指針となる第２次枝幸町まちづくり計画や連動する地方版総合戦略

が、令和７年度で計画期間の最終年度を迎えます。 

これまでの 10 年の歩みをしっかり評価・検証しながら、次の時代に向けて町民の

皆様方の思いを的確に把握し、活発な議論や相互理解のもと、自立可能な未来予想図

を描く次期計画の構築に着手してまいります。 

あわせて、国の地方創生 2.0 による基本構想に基づく地方の戦略策定にも意を注ぎ、

人口減少に起因する課題克服のために、官民が連携した産業振興やひとづくり、デジ

タル技術の活用など、戦略的な方針や実施計画を検討し、まちづくり計画と一体的に

取り組みを進めます。 

それでは、私のこれまでの思いやこれからの未来の世代のために考えに立ち、責任

を持ってまちづくりに取り組むにあたり、令和７年度に重点的に推進する政策を申し

述べます。 

全国の多くの地域社会で急激な人口減少や少子高齢化が進んでいます。 

これまで、若い世代がいきいきと働き、安心して地域で子育てができる環境づくり

を進めながら、ふるさと教育や探究活動を通じ、枝幸の子供たちが自分の町を深く学

び、そして愛着を持って大人へと成長していけるよう力を注いでまいりました。 

これからは、実践的な人材育成を進めるための拠点をつくり、地域や産業に根付く

若い世代を増やし、町の将来に向けた土台づくりへつなげていくことが重要でありま

す。 

このため、奨学金償還支援や次世代住宅建設支援、さらには、結婚・出産・子育て

などのスタートアップ環境の整備に切れ目のない支援を続け、若い世代の持つ可能性

を地域全体へ広げる政策へつなげてまいります。また、基幹産業の担い手確保や後継

者の育成支援にも今まで以上に取り組み、UI ターン促進などの移住者への環境整備

を検討したうえで、生産性向上への支援強化や省力化への投資、実態に即した人材育

成を積極的に進めてまいります。 

道内有数の生産基盤を有し、町の主要産業である漁業・農業・林業の一次産業の振

興と、二次・三次産業への進展を見据えながら、これまでも産業経営基盤の強化とと

もに、中小企業への人材確保やブランド化への支援など、調整を図りながら各施策を

積極的に展開してまいりました。 



- 9 - 

 

その成果として、漁業では、漁獲量や水揚げ高とともに確立された枝幸ブランドに

より大きくふるさと納税が増加したほか、農業でも、酪農家の基盤施設への建設支援

や草地造成を通じた乳量確保など、経営の持続化と安定が図られてきております。 

また、林業では、森林環境譲与税を活用した計画的な森林管理はもとより、スマー

ト化や地球温暖化対策に伴う J‐クレジット制度活用などの新たな取り組みも控えて

います。 

経営基盤や近代化施設の整備は、今後の当町の産業振興の根幹となり、農林水産資

源を生かした町内サプライチェーンの構築を生産性向上につなげるための環境整備に

引き続き取り組んでまいります。 

当町では、平成 22 年に国の交付金を活用して町内全域を光ケーブル網で繋ぎ、デ

ジタルテレビ放送の再送信や EOS 放送をはじめ、音声告知端末による防災情報など、

枝幸町独自の高度な情報発信を行っています。 

しかし、開設からおよそ 15 年が経過し、既存施設や端末機器の更新時期となり、

また、スマートフォンをはじめ、デジタル機器の普及とともに、これまでの情報発信

のあり方を見直し、情報提供体制の再構築が必要になっています。 

デジタル技術の急速な進歩とともに、地域住民への情報発信手段は、持続可能で安

定した生活インフラへと変わりつつありますが、さらに適切な対応を目指し、必要な

整備を計画的に進めてまいります。 

当町では、これまで防災安全施設や防災資機材の整備に加え、消防庁舎の新築や消

防救急デジタル無線の整備、光ケーブル網のループ化など、着実に防災体制強化を図

ってまいりました。また、住民に対する災害発生時の情報発信手段として活用してい

る音声告知端末も機器更新の時期となり、かねてから、確実で効果的な手段を検討し

てまいりました。 

今後は、整備が完了したサイレン塔から全世帯へ向けた防災無線での発信を基本と

し、スマートフォンアプリからの防災情報と並行して、戸別受信機による運用強化を

進めます。 

当町は、比較的災害の少ない地域ですが、災害対策は設備だけではなく、訓練や意

識啓発を含めた地区住民の協力による平時の防災対策も大変重要であります。 

今一度、過去の経験や教訓から、災害への備えを確立し、町民の皆様とともに取り

組みを強化してまいります。 

当町では、2050 年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにするゼロカーボンシテ

ィを宣言し、現在、省エネ住宅の推進や再生可能エネルギーの導入、ごみ減量化など、

機運の共有や醸成に向けた取り組みを積極的に進めています。 

今後は、住宅の省エネリフォーム支援制度の創設や公共施設への再生可能エネルギ

ーの導入を進め、脱炭素化や持続可能な循環型社会の推進を目指し、ゼロカーボン北

海道オホーツクえさしの実現に向け、必要な地球温暖化対策実行計画の見直しなど、

着実に取り組んでまいります。また、公共施設で初となる一般廃棄物最終処分場への

太陽光発電設備の導入は、その効果を見極めながら、さらに優先度の高いエリアや施

設への設置検討を進めます。 

住み慣れた故郷で、年齢や障がいの有無に関わらず、子どもからお年寄りまでいき

いきとした生活を送りながら、お互いに支え合い、住み続けられる地域共生社会の実

現が重要であります。 
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しかし、介護老人福祉施設の定員や医療処置の課題などから、希望者が地元の施設

に入所できず、また、介護施設種別の選択肢が限られている現状から検討を進めてい

るものの、人材不足や運営・経営面の懸念もあり、新設や誘致には至ってない状況に

あります。 

そのような中、介護体制の整備とともに入所可能な施設を維持していくため、老朽

化が進む特別養護老人ホーム歌翠園の全面的な増改築を支援してまいります。 

また、現在、NPO 法人南宗谷ひだまりの会に管理運営を委託している地域活動支援

センターは、近隣自治体から利用される方も多く、障がいのある方の自立と社会参加

を支援するため重要な役割を果たしていることからも、老朽化・狭隘化対策が必要で

あり、施設整備の検討を進めます。 

基幹産業の発展とともに、地域でのつながりや支え合いも福祉向上に欠かせない取

り組みと認識しており、将来にわたる安心を確実にするための環境づくりに取り組ん

でまいります。 

以上、重点的な政策のみ申し上げましたが、町民の皆さんが安心して暮らせるよう、

様々な施策の充実にもしっかりと意を注ぎ、バランスのよいまちづくりを進めてまい

ります。 

次に、令和７年度の重点施策を申し上げます。 

人口減少が進む当町では、これまでも若い世代への支援を重点的に実施しており、

特に地元唯一の高等学校である北海道枝幸高等学校とは、ふるさと教育や就学支援な

どを通じ、連携した取り組みを行っています。 

しかし、令和７年度の同校への出願状況を見ますと定員を大きく割り込み、学級減

だけではなく学校存続が危惧される状況が現実的に迫っています。 

こうした中、枝幸高等学校の魅力を向上させ、地域を担う大切な人材として一人で

も多くの生徒を確保していくため、教育委員会との連携のもと就学支援を強化します。 

まず、ふるさと教育の一環として、地域おこし協力隊制度を活用し運営する公営塾

は、開塾当初から尽力いただいたスタッフの退職を機に今後に向けた検討を重ね、安

定的な専門サービス提供を維持するため、令和７年度からは民間事業者による塾運営

に移行いたします。 

今後の公営塾は、運営形態が変わるものの、生徒の皆さんがこれまで以上に進路選

択や学力向上に不安なく取り組めるよう引き続き支援してまいります。また、入学祝

金や就学支援に加え、本年２月に協定を締結した麗澤大学との連携をはじめ、ふるさ

と教育によるえさし探究やアクティブラーニングの基礎となるタブレット端末活用な

どの魅力化への支援を大幅に拡充し、地域やふるさとを理解し、まちを大切に思う人

材を育成します。 

平成 23 年度より全町で活用する情報通信基盤設備が耐用年数を迎えており、セン

ター施設の設備改修とともに、令和７年度からの複数年次計画で全世帯のシステム装

置更新を行ってまいります。 

音声告知端末は廃止されますが、重要な目的である災害時の情報伝達は、サイレン

塔からの緊急放送のほか、昨年より運用が開始されているスマートフォンアプリ枝幸

町くらしの情報での通知が主な手段となります。 

一方で、サイレン塔からの情報が届きにくいエリアや利用要件を満たす高齢者など

には、ラジオ型、タブレット端末型の専用戸別受信機を貸与し、補完してまいります。 
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さらに、EOS 放送やホームページを含め、重層化された総合的な防災情報の発信や

運用方法は、今後、町民の皆様に丁寧に、そして漏れることなく周知徹底してまいり

ます。 

当町では、国内における地球温暖化対策のための CO2 排出削減や吸収量を国がクレ

ジットとして認証する J‐クレジット制度への参加を計画しております。 

令和７年度より、町有林を対象とした森林による CO2 吸収量をクレジット化し、こ

の売却益を適切な森林管理や省エネ施設、省エネ設備導入への財源として活用を検討

してまいります。 

森林環境譲与税とともに、面積の約８割を森林が占める当町の優位性を最大限に活

かしての取り組みとなり、ゼロカーボンシティの実現に向けて、森林が持つ機能を町

全体で再認識し、地球温暖化対策や意識高揚を進めてまいります。 

併せて、森林環境譲与税による総合的な林業施策とともに、森林資源の循環利用が

もたらす貴重な財源は、林業の成長産業化やスマート化などに有効活用してまいりま

す。 

制度開始から 17 年が経過するふるさと納税ですが、当町もこれまでに全国各地よ

り多くのご支援をいただいております。また、年間の寄附額も返礼品配送業務の効率

化などから伸びを見せ、令和５年度では 13 億円を超え、皆様からいただいた貴重な

財源を幅広くまちづくりに活用しています。 

中でも、令和３年に全国初のブランドほたてとして地域団体商標に登録された枝幸

ほたては、寄附への返礼品として多くの方に選ばれており評価も非常に高いことから、

特産品のブランド化や PR に大きな効果を生んでいます。 

参加事業者のご協力で、当町の主要な水産資源はもとより多種多様なジャンルの返

礼品が提供できるため、今後もオホーツク枝幸ブランドの PR 充実や寄附促進を図り、

特産品の価値を一層高めていくとともに、ふるさと納税を通じた地域経済の好循環に

取り組んでまいります。 

次世代の定住や高齢者が暮らしやすいまちづくりのための住環境整備として、公営

住宅では、住生活基本計画や長寿命化計画に基づき、建設や除却、外部改修などを進

めています。 

ソフト面では、次世代住宅の建設支援や空き家解体への補助のほか、令和７年度か

ら住宅の省エネ化に寄与するリフォームへの支援を創設し、若い世代の定住を中心と

した住宅建設や高齢者の住み替えにも成果を見込んでいます。 

懸案となっている遊休町有地の利活用では、宅地や集合住宅向けの販売や公共施設

用地としての利用とともに、老朽化が進む公営住宅緑苑団地の新規整備や新たな宅地

分譲など、次期まちづくり計画への位置づけに向けた施策の検討を進めてまいります。 

令和７年度の一般会計当初予算額は、過去最高となった令和６年度を大きく上回り、

合併以降初となる 130 億円を超える積極型の予算規模となりました。 

このことは、大型事業の一般廃棄物最終処分場整備の継続や、新規事業である情報

通信基盤整備への着手、産業基盤や生活インフラの整備に投じる建設事業費の増加が

要因であります。さらに、急激な高齢化の進行により、国の制度改正に伴う社会保障

関係経費が増高するとともに、近年の急激な物価高騰や労務単価の上昇に伴い、あら

ゆる経費が著しく増加していることが大きな要因となっています。 

反面、歳入においては、一般財源の大宗をなす地方交付税が、近年、減少傾向にあ
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ることから、財源不足を基金の取り崩しにより賄わなければならない財政状況にあり

ます。 

そうしたことから、これまでの取り組みに加え、組織、施設及び事務事業の見直し

により収支構造を改善することで、将来にわたって新たな行政課題に対応できる弾力

性のある財政構造への転換を目指すこと喫緊の課題となっています。 

そのために第２次枝幸町行財政改革大綱や公共施設再配置計画の不断の実行と財政

健全化に向けて、中期財政計画を策定してまいります。 

人口減少化や厳しい財政状況の中、貴重な財源を有効に活用して魅力あるまちづく

りを続けていくためには、次の世代に負担を先送りしない財政の健全化を目指してま

いります。 

以上、私の町政運営３期目の最後となる所信の一端を述べさせていただきました。 

今、地方自治体を取り巻く社会経済情勢は、めまぐるしく変化を遂げており、私達

には、その変化を見極めスピード感を持った適切な対応が求められています。 

令和７年度に向けては、私がこれまで進めてきた産業経営基盤の安定強化により、

地域産業の活力から雇用や定住などの好循環を生み出し、ひとを創り、ひとがしごと

を創り、そして枝幸らしいまちを創る地方創生を引き続き目指し、職員・関係者の皆

様のごご協力のもと総力を挙げて町政運営に取り組んでまいります。 

私自身も残り１年の任期を全力で取り組み、未来につながるまちづくりの集大成と

して、枝幸らしいまちづくりへの挑戦を続けていく決意であります。 

町民の皆様、町議会の皆様には、更なるご支援とご協力をお願い申し上げ、令和７

年度町政執行方針といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の町政執行方針が終わりました。 

引き続き、教育行政執行方針を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 令和７年度教育行政執行方針を申し上げます。 

人口減少や少子高齢化、グローバル化や高度情報化の急速な進展により、社会が加

速度的に変化し、複雑で未来予測が困難な時代となっています。 

 このような変化の激しい時代を生きていくには、自らの可能性を追い求め、多様な

人々と協働し、課題を乗り越え、豊かな人生を切り替えていける資質と能力の育成が

求められています。また、ふるさとに誇りを持ち、人との繋がりや利他性、社会貢献

意識など、協調的な素養を育み、心豊かに健やかに生活することができる教育環境づ

くりを推進します。 

このような考え方のもと、令和７年度における教育行政の主要な施策について申し

上げます。 

第１は、未来社会で生きるための実践的な力の育成です。 

学力向上については、全国学力・学習状況調査などの結果を分析し、課題を明確化

することにより、児童生徒の意識や個々の習熟度に応じた有効な指導につなげ、学力

の定着を図ってまいります。 

また、主体的・対話的で深い学びの視点に基づき、子どもの興味や進路などと関連

づけながら見通しを持って粘り強く取り組むことや、他者との対話や協働を通じて、

自らの考えを広げ深めるような授業の改善に努めてまいります。 
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このような個別最適な学びと協働的な学びをより効果的に推進していくため、タブ

レットや各種学習支援ソフト、デジタル教材を積極的に活用し、児童生徒の学習意欲

を高めることに加え、家庭学習の手引きを利用し、学校と家庭が連携・協力して家庭

学習習慣の定着に努めてまいります。 

外国語教育については、外国語指導助手の派遣を継続し、生きた英語に触れる機会

を確保することにより、英会話能力の向上を図ってまいります。また、外国語指導助

手から、異国の文化や習慣、考え方など多くのことを学ぶことにより、国際理解を深

めてまいります。 

特別支援教育については、支援員の配置や個別教育支援計画であるカラフルクレヨ

ンを活用し、児童生徒一人一人の教育的ニーズに対応した指導や支援の充実を図るこ

とにより、インクルーシブ教育の推進に努めてまいります。 

第２は、豊かな心と健やかな体の育成です。 

児童生徒が自他をかけがえのない存在と捉え、お互いに思いやり、支え合いながら、

よりよく生きていくことができるよう、特別の教科、道徳で学ぶことが日常生活の中

で実践できるよう、人間関係を形成するためのコミュニケーションについて丁寧に指

導してまいります。 

持続可能な社会の創り手を育むふるさと教育の推進では、枝幸の自然や文化・産業

などの理解を深めながら、ふるさとに対する愛着や誇りを育んでいきます。また、小

学校から高等学校を通じて、町内での社会見学や職場体験などの学習状況により、キ

ャリア形成を自ら見通し、評価を行うキャリアパスポートを積極的に活用してまいり

ます。 

いじめや不登校防止への対応は、アンケート調査や日常の様子に注意しながら、早

期発見と組織的かつ迅速な対応に努めるとともに、スクールカウンセラーの派遣など

関係機関と連携しながら対応してまいります。 

また、昨年４月に開設した教育支援センターありのままでは、児童生徒の最善の利

益を最優先に考え、アウトリーチ支援の実施、相談窓口の設置や個人の特性に応じた

学習指導や人間関係に資する活動を展開して、社会的自立に向けた進路の選択肢を広

げられるよう、引き続き、きめ細やかな支援に努めてまいります。 

学校給食については、望ましい食習慣の定着や、地元食材を活用したメニューの多

様化と充実に努めてまいります。また、食材など物価高騰に係る給食費については、

今後も国の対策など動向に注視し、できるだけ値上げをしないよう工夫をしながら、

適切に対応してまいります。 

第３は、学びをつなぐ学校づくりです。 

枝幸町では、少子化の加速により児童生徒数が急激に減少しており、現在は、小規

模校と複式校のみで国が定める適正規模の学校はなく、特に複式校においては、人間

関係が固定化しやすく、児童生徒同士の幅広い交流や多様な意見に触れる機会が少な

いなどの教育課題があります。また、令和７年度においては、学級減に伴い教職員数

の減少が顕著であり、事務職員や養護教諭が配置されない学校が 10 校中４校となる

など、今後の学校運営に対する様々な影響が懸念されます。 

このため、子どもたちにとって望ましい教育環境とは何かを主眼とし、小中学校に

おける教育環境の向上を図るため小中学校の適正規模や適正配置の検討を進め、保護

者や地域住民に対し、丁寧な説明や対話を通じて共通理解を深め、今後の方向性を決
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めていきたいと考えております。 

枝幸高等学校の支援については、先ほどの町政執行方針にもありましたとおり、学

校の魅力を高めることにより、地元高校の存続を図るため、入学祝金や活動支援費、

ICT 活用に係る支援などの各種支援を拡充し、生徒の確保に努めてまいります。 

学校の働き方改革においては、教員が子どもと向き合う時間の確保に向け、継続し

た業務改善に努めてまいります。 

第４は、地域の教育資源を活用した家庭青少年の学びです。 

子どもを守り育てる協働体制の充実充実については、急変する社会情勢に対応でき

るよう現代的な手法や考え方を取り込み、学校・家庭・地域が連携し、学習機会の充

実や情報発信に努めてまいります。また、学校の教育活動に地域住民が携わり、学び

が豊かなものとなる体制を強化するとともに、児童生徒が意欲的に地域の活動に参加

し、心身の健全な育成が促されるよう、青少年教育関係団体の活動を支援してまいり

ます。 

第５は、多様化する学びを支える社会教育・生涯教育です。 

芸術文化活動を通して、創造性や感性を育み、暮らしに潤いと安らぎをもたらすた

め、各種サイクルの自主的な活動を支援するとともに、文化協会が主催する町民文化

祭など、地域に根付いた文化活動に町民が積極的に参加創造できる環境づくりに努め

てまいります。また、多様な芸術文化の鑑賞機会を提供するため、芸術文化企画実行

委員会の活動を支援し、魅力ある事業の展開を図ってまいります。 

健康で充実した生活を送るうえで、体力の維持向上や健康づくりが大きな役割を果

たすため、スポーツの普及を図るとともに、次世代に応じたスポーツ活動・健康づく

りの推進に努めてまいります。 

体育施設については、指定管理者による施設運営を実施することにより、民間活力

を生かした利用者へのサービス向上や利用拡大が図られるよう、指定管理者とともに

努力を重ねてまいります。 

部活動の地域移行については、国が示すガイドラインに基づき段階的な地域移行に

向けた協議を進めており、子どもたちが将来にわたって希望するスポーツや文化的な

活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、学校や地域、関係団体と一

体となって取り組んでまいります。 

図書館については、様々な情報を発信する場であり学習活動の拠点であることから、

蔵書の充実、レファレンスサービスの資質向上を図り、利用者の多様化するニーズに

対応した図書館サービスの充実に努めてまいります。また、移動図書館バスの巡回を

はじめ、季節ごとの館内装飾や子ども文化セミナーなどを通じて子どもの読書への関

心を高め、多くの本と出会い、読書を楽しめる時間と場所を提供してまいります。 

博物館活動では、オホーツクミュージアムえさしが博物館法に規定する博物館とし

て登録されたことで、施設の信用や知名度の向上につながるとともに、博物館のある

町として、枝幸町の文化観光の底上げに役立つものと期待しております。 

さらに、ミュージアムを拠点として地域の豊かな歴史や文化を次の世代に伝えると

ともに、地域資源の調査研究や地域の学びを推進し、ふるさと教育の中核を担う施設

として、愛郷心を育む活動に取り組んでまいります。 

以上、令和７年度の教育行政の執行に関する主要な方針について申し述べさせてい

ただきました。 
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これからの社会を展望したとき、人生を幸せで豊かなものにしていくために、教育

は極めて重要な役割を有しております。 

教育委員会としましては、町民の皆様が、わかる喜びや学ぶ楽しさを実感し、生涯

にわたって学び続ける意欲を持てる環境づくりに努めていくとともに、次代を担う児

童生徒がふるさとに愛着と誇りを持ち、未来を切り拓く持続可能な社会の創り手とし

てたくましく成長していけるよう、学校・家庭・地域をはじめ、関係機関・団体等と

の連携を図りながら、本町教育の充実・発展に取り組んでまいります。 

町民の皆様、並びに町議会議員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ、教育行

政執行方針といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育長の教育執行方針が終わりました。 

１時間ほど経ちますので、11 時 15 分まで休憩といたします。 

その後、一般質問を行いますのでよろしくお願いいたします。11 時 15 分まで休憩

いたします。 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１５分 

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を解きまして会議を再開いたします。 

 

◎日程第６ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第６ 一般質問を行います。 

通告は、６名からの 10 問であります。一問一答方式で行います。 

質問する議員は、質問の大項目ごとに、最初の質問は登壇のうえ発言していただき、

再質問以降は、自席から発言していただきます。理事者側の答弁も同様にお願いをい

たします。 

今回も質問内容が多いことから、再質問の場合は、極力簡明に願いたいと思います。 

なお、再質問等の回数は設けませんが、一人当たり持ち時間は、答弁時間を含めて

１時間以内といたします。 

それでは、受理順番にしたがいまして一般質問を行います。 

８番遠山 修議員の質問を許します。 

８番遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君） 通告に従いまして質問させていただきます。 

枝幸町における子育て環境の充実。 

枝幸町の子育て環境は、ファミサポ事業、子ども応援計画、地域子育て支援拠点な

ど、他町村にはない子育てしやすい環境を整えられ、その取り組みが進められている

と思います。 

１月にファミサポ会の方々と議員との懇談があり、子育てをして感じた率直な声を

聞かせていただきました。 

その中で、子育て世代の方々が、公園に行った際、遊具の老朽化、設備の更新がさ

れておらず、また、屋内の遊び場が少ないとの意見がありました。 

確かに町内には数多くの公園があります。その中でも、子どもたちの集う拠点とな

る施設を地区ごとに整備できないものでしょうか。 

近年少子化が進む当町ですが、子育て世代の方々は、しっかりとした将来像を持っ
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てこの町で暮らし、子育てをしています。 

その中で、町の中で楽しめる公園施設の充実を図り、子育てしやすい環境になれば

と思います。 

近隣町村では、子育て世代の意見を取り入れ公園整備をしている自治体もあります。 

当町も、利用する側の意見を聞き、計画に反映していけないものか、利用用途・安

全性を考え、公園の維持・補修・拡充につなげていけないか、町長の考えを伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 遠山議員のご質問にお答えします。 

はじめに、当町の公園・緑地環境は、森や海の豊かな自然環境を生かしながら、長

い年月をかけて都市公園をはじめとする公共施設緑地が整備され、現在の町並み空間

が形成されてきました。 

近年では、自然災害の多発や環境保全意識の高揚、若い世代を中心とする子育て支

援機能の充実、防災拠点としての活用など、公園に対する多様な機能が求められてい

るところであります。 

一方、出生率の低下や町外への人口流出によって人口減少や少子高齢化が急速に進

み、限られた人員や予算の中で維持管理しなければならない状況にあるなど、公園・

緑地を取り巻く環境は大きく変化している状況にあります。 

ご質問ありました公園遊具の老朽化対策や設備更新については、新たなまちづくり

計画で方向性を示したうえで、公園施設の適正配置に係る機能の集約化を基本とし、

将来的な利用人数に見合った各地区の公園緑地の維持補修や遊具の更新等を実施して

まいります。 

次に、子どもたちが集う拠点整備については、乳幼児等の遊び場を求めている保護

者が多いことから、りすのひろばのほか、北幸公園や桧垣公園をはじめとする公園な

どの遊び場を活用しております。また、関連施設となる子育て支援センターや町内の

小中学校、文化・体育施設と連携しながら、楽しく子どもたちが遊ぶことができる場

を提供できるよう努めてまいります。 

今後も、町民の意見や協力を得ながら、各公園施設等の機能が総合的に発揮できる

よう既存施設の適正な配置と管理運営を行い、子育て環境の充実を図ってまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 枝幸は、本当に、合併して公園数多いんです。枝幸町・旧歌

登町合わせてかなりの数の公園がございます。 

その中で、中心的な公園といいますかね、そういう所におそらく人が集うんだと思

うんですけども、全部にわたって、私、公園整備をしてくださいとは決して言いませ

んし、その中でも、やっぱり子どもたちが集える場っていうか、そういうものを使う

ニーズに合わせて考えていただければと。 

実際、子育て世代のお母さんたちの声を例えば行政に反映するっていうのも一つの

手なのかなと。 

そういう中で考えていただければと思うんですが、その辺、町長どうでしょうか。 
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○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 遠山議員の質問にご答弁いたします。 

どっちにしてもですね、先ほどの答弁でありましたように、今後、やはり計画的に

整備するということの中ではですね、やはり、地区の皆さんの声も反映しながら、来

年以降の計画の中でしっかり取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） あとですね、先ほど町長の答弁にもありましたけども、確か

に少子化で子どもの数が減っているということで、なかなか公園で子どもを見かけな

くなったなと私も肌で感じてます。 

だからこそ、少ないからじゃなくて、やっぱり少ないながらでも、やっぱり町で子

育てをして子どもを成長さしていくっていう観点からも、やっぱりある程度、公園の

整備ってのは大事なんだろうなと思います。 

見てるとですね、結構老朽化した施設がですね使用できないような形になってたり、

補修しても実際に使えない危険な場所というのがかなりあるんですけども、その辺の

例えば日常的な点検なりなんなりっていうのは、どういうようなことになってるのか、

もしわかれば教えていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず、遊具の点検でございますけれども、通常一般的な点検につきましては、職員

でパトロールをしながら確認をしてございます。 

それで、１年に１回ですね、専門家の点検を受けながらですね、指摘事項につきま

しては、予算の範囲内ではありますけれども、補修しながら利用していっている状況

でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 公園遊具一つとっても、例えば、危険であるとか何とかって

いう形でかなりの数が撤去されているにもかかわらず、新設になってるのかなと思う

と、なってない。 

あと、実際使える状態ではあるんだけども、実際は使えないっていうような場所も

かなりあると思うんですけども。 

先ほど来の町長の答弁で、計画の中でということではあるんでしょうけども、この

枝幸、枝幸も歌登もそうなんですけど、１年のうち半分が雪に閉ざされるという中で、

やっぱり唯一、これから今３月なんで、５月ぐらいには、外へ出て子どもを連れて公

園に行こうかということも考えられると思うんですけども、それにしても半年あるか

ないかぐらい。 

なおかつ天気が悪ければ屋内の施設ってなっても、なかなか限られているという中

で、その辺も加味してですね、他の、他の町村の話してもどうしようもないのかもし

れないですけども、他の町村が、かなり子育てに特化したというか、屋内施設も充実

しているところがこの枝幸の近辺にはかなりあるんで、そこまで行って子どもを遊ば

せなきゃいけないっていう環境もどうなのかなと私も考えるんですけども。 

もし、その辺、これからの計画の中で考えて、考えるんでしょうけども、その辺、

もし加味できる点があれば教えていただけますか。 
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○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

遊具の更新計画は、先ほど町長からも答弁ありましたとおり、令和８年度から計画

期間といたします。 

まちづくり計画の方でですね、しっかりと検討いたしまして、利用頻度、あとは将

来的な利用人数に見合った形でですね、遊具の方をですね、整備できるところは整備

していくと、そういう考えでございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 担当課長今おっしゃったんですけど、わかると思うんですけ

ども、例えば隣の浜頓別町、西興部だとか名寄だとか、そういったところには、かな

り充実した屋内の遊具が設置されていると。 

そういうものも参考にしてですね、子どもの数が少子化で少ないからその利用頻度

云々という話じゃなくて、少ないからこそ、やっぱりそういう施設ってのは充実して

いかなきゃいけないだろうし、これから移住・定住っていう話になったときに、枝幸

ではこういう施設がありますよっていうことが、今はもう SNS を通じて発信されてい

くわけですから、その辺もちょっと考えてですね計画の中に反映していただければと

思うんですけども、もし考えがあれば伺います。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまご質問にお答えいたします。 

私もですね、いろんな町村の遊具をあまり見る機会はございませんけれども、まち

づくり計画に検討するにあたってですね、ちょっと他の市町村なんかも行ってみてで

すね参考にしたいと思っておりますので、ご理解をお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、これをもちまして遠山議員の一般質問を終わります。 

続きまして、４番徳保喜幸議員の１問目の質問を許します。 

はい、４番徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。通告に従い質問をさせていただきます。 

高校生までの医療費の無償化について。 

未来につながるまちづくり、これは村上町長が基本姿勢としている大切なものであ

ります。 

令和７年度町政執行方針にも重点的に推進する政策のトップで人口減少対策と定住

環境整備が示されております。 

全国的な人口減少、少子化が進む中、当町でも例外ではなく、近年では１年間の出

生数が 40 人を下回っている現状であります。 

地域の宝であります子どもたちの減少は、将来の枝幸町に深刻な影響を与える大き

な問題であります。 

これまで当町でも、ファミリーサポートセンター、認定こども園、こども家庭セン

ター等の開設、また、様々な子育て支援、助成制度の整備をしてきており、ハード面

については充実してきていると思いますが、若い世代の方々に枝幸町で安心して子育

てをしていただけるような枝幸町独自の更なる子育て支援施策が必要ではないでしょ
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うか。 

情報化の時代であり、他市町村の独自施策にも誰でもが簡単に触れることができる

現在です。 

他市町村が既に実施している施策について、自分の町にはないことに疑問を持つこ

とは当然のことではないでしょうか。 

特に高校生までの医療費の無償化については、令和６年６月定例会で同僚議員が質

問している内容ではありますが、北海道が発表している資料によりますと、2024 年

４月現在で、通院では 133 市町村、全体の 74.3％で実施されております。中には大

学生まで対象にしているまちもあるとのことであります。 

入院については 138 市町村、77％が実施しております。 

北海道内において、これだけの市町村が既に独自施策として実施しておりますので、

枝幸町としても、子育て世代への支援として実施する必要があると私は考えますが、

町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

急激な少子化による人口減少が進む中、若い世代がいきいきと働き、安心して子育

てをするための環境整備は、次世代が担うまちづくりに欠かせない最重要政策の一つ

であると捉えております。 

そのため、当町では、子育て支援予防接種助成事業や出産・子育て応援給付金事業、

ファミリーサポートセンター事業など、独自の子育て支援を展開しており、また、認

定こども園やこども家庭センターの整備など、子育て環境の充実に努めてきておりま

す。 

ご質問の高校生までの医療費無償化でありますが、令和６年４月時点で、道内では

７割を超える自治体において助成制度の実施がなされており、医療費無償化への道筋

を探る必要性も認識しておりますが、制度持続のためには、子育て支援施策全体での

バランスが重要であると考えております。 

また、昨年度実施した第３期子ども・子育て支援事業計画策定に向けたニーズ調査

では、子育てをしやすいまちづくりのために最も重要であるものとの問いに、それぞ

れ約６割の保護者が小児医療体制の充実と乳幼児の遊び場の整備と回答しており、子

育てへの経済的支援の充実の約４割を上回る結果となりました。 

これらのことから、当町の地域性なども踏まえ、旭川医大や名寄市立総合病院など

の出張診療を継続し、小児医療の環境を維持することが特に優先順位の高いものと判

断しております。 

そのため、医療費負担の軽減は、現行の乳幼児等医療費助成事業を継続し、これま

で同様に他の施策との均衡を図りながら、各段階に応じた切れ目のない子育て支援を

推進してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 昨年６月に同僚議員が取り上げた問題を、また半年後の今、
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私がやる、やらせていただいておりますけども、おそらく町長としても、しつこい奴

らだなというふうに考えていらっしゃるのかもしれませんが、この問題につきまして

は、１月に議会がファミリーサポートセンターとの懇談会の中で、参加者の皆さんか

ら異口同音にどのテーブルでも出てきてた問題点ということで、議会として何とかそ

の声を町の方に伝えなければならないということで、ある意味、私個人として質問す

るということではなくて、議会を代表して、今日はこの質問を取り上げさせていると

いう覚悟でおりますので、よろしくお願いしたいなというふうに思います。 

ただ、今の町長答弁は、昨年６月に同僚議員が質問したときの答弁と非常に整合性

がある同じような答弁としてお聞きをしておりました。 

ぜひ、町長、これは町長がゴーサインを出さない中で担当課で作る答弁書、もちろ

ん確認されて答弁なさっていただいているとは認識をしておりますけども、もう全道

で、この 70％を大きく超える自治体が既にやっている事業を枝幸町でやってないと

いうことに対して、誰が考えても、枝幸は子育てに熱心でないんじゃないかというふ

うに考えてしまうではないかと思うんですけども。 

ただいまの町長の答弁の中でも、バランスが重要だとか、いろんな政策を総合的に

とかっていうようなお話がありましたけども、どこの町でも様々な子育て政策をやっ

ているうえで、少子化対策ですとか、移住定住対策ですとか、子育て支援というよう

な名目で、ちょっとでも子どもが増えていただける可能性があるんだったらやろうか

という気持ちでこの医療費の無償化というのが取り組んでるんじゃないかと思うんで

すけども、そういうことについて、もう少し町長のご自身の言葉でご答弁をいただけ

ればありがたいなと思いますけど。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 徳保議員の再質問に答弁いたします。 

今、自ら町長の言葉で言って、実際、この答弁は、まさに私の言葉でしっかり答弁

しているつもりですので、これ以上私の言葉で言ってもですね、なかなか難しいとこ

ろもありますけども。 

これまでいろんな形で、私もこういう立場になってもう 12 年目ということの中で、

いろいろこの議会の皆さんとのやり取りの中で、この医療費の無償化、あの拡大です

ね、対象の拡大っていうのはですね、大きなテーマでその都度いろいろ私どもも検討

した中で答弁させていただきますが、本当にこれ、枝幸的なその特性といいますかね、

これだけ交通条件の悪い地理的な、しかもまた、名寄の市立総合病院までの距離があ

って時間もお金もかかる中でですね、皆さん、枝幸の病院で対応できないところは名

寄の病院へ通っていただいて、そういう中で、やはり小児科の医療の受診っていうこ

とに関しては、これはもう、私どもも最優先ということでですね、そういう中で、こ

れは単にお金をかければお医者さん来てくれるっていうわけじゃなく、病院側も最大

ですね院長以下努力してですね、今やもう、ほとんど平日は小児科の医者が全部診療

できるような形になってるわけですよね。 

そういう中で、小児科に限らず、子どもさんですと、ちょっと怪我したっていえば

整形もあるでしょうし、また皮膚科もあるでしょうし、いろんな形で、そういった診

療科目を増やしながら、枝幸病院としての医療の提供体制っていうかね、そういうと

ころに、ご存知のように、これ全道的にはもう、枝幸病院会計に繰り出してる金額っ

てのはもうトップレベルなんですよね。 



- 21 - 

 

そういう中で、町民の皆さんの安心・安全を確保するというところで、最大限やっ

てきてるっていうところが、一番、枝幸町的な財政の組み立ての中でも重荷なってる

分野なんですが、これは、わたし的には一貫して、そこはもう、これまでしっかりと

対応してきたつもりであります。 

そういう中で、決してそこがあるからできないっていう話ではないんですが、これ、

いろいろ経緯があって、一つの、私もその医療費無償化の拡大ってのは、できないっ

ていうふうにこだわってるわけではないんですが、全体的にやっぱり時代の流れの中

で、やっぱりいろいろといろんな政策を、特に子どもの子育て支援というところもで

すね、決してそればっかりでないわけですから、いろんな形で、先ほど徳保議員がお

っしゃったようにハード面・ソフト面ですね、特にここに至って高校生のいろんな形

でですね、通学支援であれ、また、今、あのですね、公営塾、あるいはまた、今、何

年か前にあれしましたタブレットの導入なんかにしてもですね、要するに、先駆けて

枝幸町はやっぱりそういう形で対応してきてるというわけですから、決してそこを置

き去りにしてるっていうことではないんですが、少なくとも、こうやって合併して

20 年、次、まちづくり計画の組み立てに入るということの中でですね、やはりその

時代のまた節目の中で、しっかりとまた住民の皆さんのご意見もおそらくしっかり把

握していくような形になりますし、その次に私の一つのあれが、20 年で合併 20 年で、

私の町政も 12 年という節目の中でですね、次に向けての一つの大きな取り組み課題

であるという認識でおそらく考えるべきではないかというふうに思ってますんで、今、

私がこの任期最後でですね、それを今やります、できますという話にはなかなかなら

ないだろうというふうに思っております。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） すいません。 

医療、小児科医療体制を構築していくのが一番重要だというお考え、それはもうそ

のとおりだというふうにも思います。 

おかげで、平日は、ほとんど毎日が小児科の受診ができる体制になっているという

ことは大変ありがたいことだなというふうにも思います。 

ただ、そのファミサポの会員の方々とご意見を伺ったときにですね、どこの町とは

この場では言いませんけども、どこどこの町もやってるのにどうして枝幸ができない

んですかと、枝幸は子育てに熱心な町ではないですか、お金がないんですかっていう

ようなご意見をいただいたときに、我々議員として、その方に嘘を言うわけにもいき

ませんので、枝幸は決して他の市町村と比べてもお金のない町ではないですよと言わ

ざるを得ないですね。 

そんな中で、やっぱり多くの子育て世代の方が、やっぱり他でやってるんだから、

なぜいけないのっていう疑問は持たれるんだというふうに思います。 

昨年の６月、同僚議員とのやり取りの中で、町長の再質問の答弁の中で、踏み切れ

ないでいるという言葉が何点か何回か使われておりました。 

今もまた、やらないっていうことに対するこだわりはないというようなお話があり

ましたけども、かつては、何か罰則のような制度が、減額調整措置というような保険

料に対するそういう国のペナルティのようなものもあったようですけども、こちらも

調べてみますと、24 年、昨年度で廃止になっているというようなことでもあります

んで、昨年の春の段階で、冒頭に申し上げましたように道内で 133 市町村ということ
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でしたけど、おそらくその後、昨年度から札幌市ですとか名寄市などの大きな費用負

担の大きくかかる市も始めているというようなところもあります。 

ここはですね、ぜひね町長、今年最後の１年で自分がやるというわけにはなかなか

いかないという発言がありましたけども、未来につながるまちづくりということを基

本姿勢にしていらっしゃる村上町長さんで、町長でありますから、ぜひですね、この

最後の１年に、これをやるというようなことを望みたいなと思うんですけども、いか

がでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 村上町長。 

○町長（村上守継君） 再答弁いたします。 

既にもう、今、平成７年度のですねスタートに向けて、私も、今日、こういう形で

町の執行方針を示してですね、当初予算 130、一般会計 132 億という組み立てた中で

ですね、なかなか今のご質問に対して、そこを実行するということにはならないと思

いますんで、おそらく次年度以降の大きな課題というふうに捉えていただければと思

います。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、次年度以降、確かに令和７年度、その後に向ける新し

いまちづくり計画も策定させる、していくというようなことの計画になってますんで、

それらの中で議論されることもあるのかもしれませんが、ぜひやってもらえればなと

いうような思いで今日は立ってましたんで、すけども、これ以上の引き出しっていう

のはもう難しいのかなとは思いますけども。 

ちょっと待ってください。 

私が９月定例会で、ふるさと納税の子育てに関わる基金について、それらを町政の

子育て施策に活用すべきでないかというようなお話をさせていただいておりましたけ

ども、そのときの段階で、子育て教育応援基金の分類で積まれている基金が３億

1,700 万という金額でした。 

それらの一部をこういう政策に使ってやったらどうかなというふうな私の個人的な

考え方があるんですけども、これについても、やっぱりそのときの答弁も継続的な事

業には使わないというようなお考えを示されておりましたけれども。 

例えば、おそらく６年度のものも積まれているでしょうから、今は４億円近いおそ

らく積み立てがあるのかなというふうに想像しますけども、そのうちの例えば２億な

ら２億をこの事業に使うんだというような考え方で、毎年 1,600 万とか 1,700 万と

かって支出になるんでしょうけども、おそらく毎年いくらかはふるさと納税だって入

るわけですから、考えてみればその２億円が残高減ることなくやっていけることにな

らないかなと考えますけども、そういう運用の仕方っていうのは全く枝幸町としては

取らないということでよろしいんでしょうかね。 

どうですか。 

○議長（小原 仁君） 副町長。 

○副町長（今井靖雄君） 徳保議員の再質問にお答えしたいと思います。 

町長も再三お話したとおり、あるいは同僚の議員の方が以前にご質問されたという

ところで、この間の懇談会の中でそういう意見があったというところで質問されたと

いうお話だったんですけれども。 

あと、私からすればですね、ちょっと反問のような形になるんですが、そのときに
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ですね、同じような町長の答弁だというふうにお話しますけれども、そのときに徳保

議員の方から、そのお話があった方々にそういう説明をされたのかというところが、

まずは、私の方で逆にお伺いしたいところでございます。 

そういう中でですね、そういう中で今のご質問にお答えするっていうんであれば、

お金に関しては、確かに町としては、今のところは危機的な財政状況ではありません

し、ただ新しい事業を始めるというところになれば、やっぱり何かをやめる、あるい

は別なところを削るというところが基本であります。 

そうじゃなければ、最近報道があるような大変厳しい財政状況に陥る可能性も十分

ありますので、そこら辺は、安易に考えてこのぐらいだから新しいことができるんじ

ゃないのかっていうところは、それは行政を預かるものとしては大変難しいと思って

おります。 

そういう中で、また、もうこの時期に新年度で、もう予算組みもされていて、この

議会で予算のお願いをするわけですから、そういう中で、今、お話、町長もお話した

ように、あの、その予算立てはされておりませんので、少なくても来年度当初からの

執行というのが、その事業の開始っていうのは無理だというところは、徳保議員もよ

くご存知のはずだと思いますので、そこについてはですね、町長もその全くやらない

って言ってるわけじゃありませんので、そこら辺は、また、こういう議会あるいは別

な機会を通しまして、また町民の皆さんの要望も聞きながらですね、そこら辺は、で

きる時点で反映するというところは不可能ではないというところでお答えにしたいと

思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 私の聞き方が悪いからなのかもしれませんけども、今の反問

のような形でということで、副町長から、徳保は、そのときにファミサポの会員さん

との懇談会の中で、私が言ったのかっていうことを聞いたんですよね。 

○議長（小原 仁君） はい、副町長。 

○副町長（今井靖雄君） そういう要望があった中で、徳保議員は、同僚議員が前に

質問されたときに、そういうところで医療費の方に負担が多くなっている、今すぐは

無理ですよっていうところで説明したというところで、徳保委員はよくご存知だった

もんですから。 

そのときにそういう話があったときに、町では、こういうことに、医療費の方に大

きなお金を使ってっていうところの説明はなされたうえで、そういうお話になったの

かっていうところの問いです。はい。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、もちろん、その詳しい話まではしないまでもですね、

枝幸町としても、これまで様々な子育て施策は十分にやってきてるって、考えてるん

だっていうような話はさせていただいてて、ご意見を伺っておりました。 

そんな中にあってでも、やっぱり、このやっぱり 70％以上もう既にやっている市

町村がある中で、枝幸がやられてないということには、やっぱり率直な疑問として子

育て世代の方持っても仕方ないというふうに思います。 

今、副町長から答弁あったように、その財政的な取り扱い慎重にすべきだという話、

それから計画に載せてやった方がいいような話も出てるので、それもそうだと思うん
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ですけども、ぜひ、やらないという考えもないようですし、進んで新年度に入ってか

らでも、またこの議論を繰り返した中ででもですね、町長の答弁にもあった時期に向

けて考えるというようなことも言われておりますんで、しっかりと課題として進めて

いっていただければなと、考えていっていただければなというふうに思いますけども。 

そこまで申し上げて、残念ながら今日はこれ以上進めないというふうに思いますん

で、ぜひ、我々自身、我々も、今後もこの問題は重要な課題としてご提案をさせてい

ただきながら進めていきたいというふうに思いますんで、まちづくり計画の中でも、

ぜひ、しっかりと揉んでいただければなということを要望いたしまして、この質問は

終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、徳保議員の１問目の質問を終わります。 

もう時間もないことですから、これをもちまして午前中の一般質問を終わりたいと

思います。 

午後からは１時より、また一般質問を続けたいと思いますので、よろしくお願いを

いたします。 

休憩に入ります。 

休憩 午前１１時５５分 

再開 午後 １時００分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

午前に引き続き一般質問を続けます。徳保議員の２番目の質問を許します。 

４番徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。午前中に引き続き２問目の質問をさせていた

だきます。 

保育料の３歳未満の無償化について。 

もう一つ、若い世代から求められているのは３歳未満の保育料の無償化です。 

これについては、私も、保育士人員、こども園のキャパシティの問題、また、保育

の定義等の問題があることは私も認識をしておりますが、令和５年度で道内 39 市町

村が完全無償化を実施しております。 

現状でも、国・道の制度により多子世帯への支援制度等があります。また、先日の

政府与党と維新による３党合意により、2026 年度からの更なる幼児保育支援拡充が

合意されておりますので、今後の国による支援拡充が予想されるかとも思いますが、

３歳未満の保育料の無償化についての枝幸町としての考え方について伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

当町の保育料は、国の幼児教育・保育無償化制度によりまして、住民税非課税世帯

の０歳から２歳までの子どもたちと、３歳から５歳までの全ての子どもたちが無償化

されております。 

さらに、０歳から２歳までの第２子については半額、第３子以降は無償となり、第

２子であっても多子世帯の保育料軽減支援によって無償となります。また、保育料に

ついては、所要の算定方式により階層区分ごとに算出しますが、当町の保育料は国の
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基準より低く設定しており、負担軽減を図っているところであります。 

現在、国の動向としては、子育て世帯の負担軽減を図る観点から、令和８年度には、

小学校での給食無償化と中学校への速やかな拡充、さらには、０歳から２歳を含む幼

児教育・保育支援を実現する新たな政策の動きが見られております。 

こうした状況を踏まえつつ、３歳未満のお子さんについては、家庭内で子育てを行

う方も多く、その方々との均衡を図るうえでも一定の利用者負担は必要であると考え

ております。そのため、町独自施策として、０歳から２歳までの子どもたちを対象と

した無償化制度の導入は現時点では考えておりません。 

引き続き、認定こども園、こども家庭センター、子育てサポート拠点施設にじの森

などを一体とする子育て支援エリアを中心として、妊娠期から出産・子育てまで切れ

目のない支援を継続してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） この問題につきましては、私も、今、町長答弁の中にもあり

ましたように既にある制度もありますし、０歳から２歳までにつきましては、家庭で

養育されてる方も半分ぐらいいるというような状況にもあります。 

特に、半分というのは１歳・２歳ですね、０歳児はそんなに保育所にも行ってない

でしょうから、そんな問題もあって強くこの無償化を私自身も求めるものではござい

ません。 

ただ、認定こども園が開設されて、現在 125 人ほどの子どもさんが養育されている

というようなことでありますけども、特に、先日の常任委員会でも教育委員会の方か

らも、今、小学校の低学年の子どもたちの不登校が増えているというような状況もお

聞きをしておりますけども。 

何年から前からですけども、幼保の時代から、その保護者の教育といいますか、親

育ちをしていかなけければならないというような、そんな、そこを幼稚園・保育所も、

その役割を親育ての役割も担わなければならないというような政策もあったかなとい

うふうに聞いておりますけども。 

そんな活動も、今後、認定こども園、それからこども家庭センターなんかもありま

すんで、それらそういう親育ちにつながるような施策をですね考えていく必要がある

んじゃないかなというふうに思いますけども、その点については、何か担当課、お考

えがあればお願いします。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまの徳保議員のご質問にお答えをいたします。 

今、ただいまご質問あった内容ですが、親育ちという観点で、まさにそこは認定こ

どももそうですけども、こども家庭センターの中でですね、不登校あるいはいじめ、

そういった方々、総合の家庭支援員というのも設置いたしておりますので、各学校の

教員も含めてですね、そういったアウトリーチ型の支援というのを、今、教育委員会

で展開しておりますので、そういった形の中で、こういった政策については、先ほど

町長答弁もいたしましたが、次期のまちづくり計画の中で、これまでの施策の検証・

見直し等を含めてですね、そういった今指摘のあった観点も受け止めさせていただき

ながら、内部で検討して、反映できるものは反映させていただきたいというふうに考
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えてございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、ぜひ、しっかりと検討いただいてですね、親育ちって

いうのも十数年前から問題提起されていた部分かなというふうに思いますけども、し

っかりとそこを行政も気を配ってといいますか、目を配ってですね政策につなげてい

かなければならないのかなというふうに思います。 

子どもさんがオギャーと生まれていったときですね、初めて親になる方、最初から

立派な親っていうのはおそらくいないだろうというふうに言われます。ともにやっぱ

り親も子どもの成長とともに親として育っていくっていう中で、 

○議長（小原 仁君） 徳保議員、ちょっと論点がちょっとずれてますので、子育て

の面を質問してください。 

○４番（徳保喜幸君） そうですか。いや、でも重要なことだと思いますんで。 

○議長（小原 仁君） いや、だから、それは今の質問内容とはちょっと違ってます

ね、親育ちっていうのはね。 

○４番（徳保喜幸君） そうですか。わかりました。 

○議長（小原 仁君） だから、３歳までの保育園の無償化のことについて、 

○４番（徳保喜幸君） 無償化については、だから私も積極的に無償化を求めるもの

ではなくて、しっかりと枝幸町としての考え方をですね、町民が共有するということ

が重要だろうなと思ってこの質問をさせていただいております。 

そんな中で、重要なことは他にもありますよという情報提供としてお話させていた

だいてますんで、ぜひお願いをしたい。 

それからもう一点だけ質問させていただいておりますけども、これは来年８年度か

ら運用になるんだと思いますけども、こども誰でも通園制度という制度が国によって

定められておりますけども、これによって、認定こども園がどのように対応されるの

かということを確認させていただければなと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまの徳保議員のご質問にお答えをいたします。 

先ほど議員からご質問のあった 2026 年度から新たな制度が始まるということで、

国においては、新たに子育て支援法の改正によりましてですね、新たな町民、国民へ

の負担、それを財源としてということで、2026 年には全制度平均で 250 円、2027 年

度には 350 円、2028 年度には 450 円という財源を各社会保険料に上乗せして取ると

いうことの中で、誰でも通園制度というのが 2026 年度以降の開始になるというふう

に承知をしてございます。 

現在、今日の日刊宗谷の新聞にも載ってございましたが、第３期の子ども・子育て

支援事業計画というのを策定中でございまして、これには、しっかり、誰でも子育て、

こども園の通園制度っていうのをしっかり明記をして、まだ努力義務ということには

なりますけども、建前としてはそこにしっかりと盛り込んで、人員確保の問題、いろ

いろな問題あるんですけども、できる限り市町村の認定こども園等にあっては、そう

いった取り組みを展開していきなさいという国の方針でございますので、しっかりや

れるかどうかっていうのは、先ほど言ったとおり保育士の問題がありますので、そこ

は何とも如何ともしがたいというところもありますが、計画上は、しっかりそれを盛
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り込んでですね、誰でも通園制度を展開すべき人員が集まり環境が整えば、やってい

くというふうになろうかと思いますけども、先ほどと繰り返しになりますが、人員の

問題、そういった課題を解決できるのであれば、やっていきたいというふうに考えて

おります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、認定こども園、それからこども家庭センター等ですね、

施設が充実している中ですね、やっぱり人員が大事だというようなことがありますん

で、しっかりと、これから始まるであろうこのこども誰でも通園制度にも対応ででき

るような体制をしっかりと検討するということが重要であろうというふうに思います。 

枝幸町の子どもが安心して認定こども園等にですね通園できるような、そんな体制

をぜひ充実していっていただければということを申し上げまして質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、徳保議員の一般質問を終わります。 

続きまして、２番渡辺明徳議員の質問を許します。 

はい、２番渡辺議員。 

（２番渡辺明徳幸君 登壇） 

○２番（渡辺明徳君） ２番渡辺です。通告に従い質問します。 

看護師の人員確保対策について。 

枝幸町国民健康保険病院には、枝幸町民の大半の方々が治療や投薬などで利用され

ています。 

ここ数年、当病院においては、新型コロナウイルスやインフルエンザの感染症対策

で大変忙しい思いをされていることと思います。また、１日の外来患者さんの人数、

入院患者さんの人数を考えると、看護師皆さんの多忙さには感謝の言葉しかありませ

ん。 

しかしながら、このような中、町民から病院の対応について改善してほしいという

話があります。 

それは週末に熱が出たので病院で診てほしいと電話連絡すると、月曜日に診察を受

けてくださいと言われ、不安な日々を過ごしていたという声が何件かあります。 

ただ、病院としてこういった対応をせざるを得ない状況にあるのは、院内の感染対

策もありますが、一番の要因としては看護師不足にあると思います。 

枝幸町においても、看護師の派遣依頼などをはじめ、医療技術者等修学資金貸付制

度の年齢要件の拡充など様々な努力をされているかと思いますが、まだまだ不十分か

と思われます。 

町民のこういった不安を取り除くためにも、更なる看護師の人員確保に向けた対策

を講じる必要があると思いますが、町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 渡辺議員のご質問にお答えします。 

様々な職種において、人員確保が課題となっている中、医療現場も例外ではありま

せん。 

最近では、都市部の医療機関でも看護師などの人員の不足による病棟の一部休止な
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どが報道されております。 

当町の国保病院も医療職等の人員確保は喫緊の課題であり、特に看護師については

継続して取り組みを行っているところであります。 

病院ホームページでの募集はもちろんのこと、求人広告代行会社の活用、また、昨

年９月には旭川市で開催された看護職の求人・求職合同面接会にも職員が参加してお

ります。 

一方では、北海道看護協会の協力をいただきながら、地域応援ナース制度を活用し

て、これまで延べ４名が勤務しているほか、同看護協会の助言もあり、住宅環境整備

のため看護師住宅を建設して、当院への勤務を希望する看護師の受け入れ体制を整え

ております。 

また、今定例会においても、看護師を含めた医療技術者等への就業時一時貸付金制

度の拡充のため対象年齢の上限の５歳引き上げなどを内容とした条例改正案を上程し

ており、今後も引き続き、当院に勤務していただけるよう環境を整えてまいります。 

ちなみに、次年度の看護師の採用については、現時点で４名の見込みであります。 

なお、週末などの診療時間外に発熱した方の診療につきましては、症状が出始めの

頃は新型コロナなどの検査において正確な結果が出にくいことや、夜勤時間帯では病

棟勤務の看護師が対応することになるため、院内、特に入院患者の感染を防止する観

点からも、原則、平日の診療時間内に予約のうえ発熱外来へ来ていただくことになっ

ております。 

しかし、電話で問い合わせがあった際には、症状が重いなどの救急対応が必要だと

考えられる場合は、時間外でも受診は可能であることを常に伝えておりますので、ご

安心いただきたいと存じます。 

以上答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 私も町立病院を利用しております。先生、看護師さんの対応

ってのは本当素晴らしいと思っております。 

今、町長からの答弁もありましたが、今の内容自体を、全部ではないですけども、

そう質問された方には、言われた方には、少し同じような話、看護病棟から看護師さ

んが出てこなきゃなんない、そうすると検査すると病棟にも戻れない、そういうよう

なことも説明しております。 

それでも、やはり町民というのは、旭川・札幌であるとやはり夜間当番病院だとか

ありますし、ところが、枝幸町というのは町立病院だけであって、本当、町民にして

は、もう本当、町立病院がよりどころということしかもう考えていない、助けてほし

いというような気持ちだと思います。 

その中で町長の答弁ありましたけども、緊急であればということはありましたが、

看護師さんから、もしそんなにひどかったら救急車呼んでくださいと、本来、僕これ

言いたくなかったんですけど、そういうような説明、話があったということからも、

やはり患者さん、町民としてはショックを受けてた、それが実情です。 

本当は、こういうことを言いたくなかったんですけども、どうしても言わざるを得

ないのは、今、ちょっと話になったもんですから、それで、よりどころという言葉あ

りましたが、看護師さんが４名ほど採用ってちょっと話もありますが、さらに、この
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何人増員できたら患者さんの時間外でも即受け入れられますか。お答えできないでし

ょうか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまの渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

先ほど町長答弁のありましたように、時間外の発熱の患者のですね、環境はですね、

人員不足というよりは、感染防止というかですね、そういうような観点ですね、特に

入院患者の、先ほど渡辺議員もおっしゃってたんですけども、そういう観点なので、

何人増えればという部分ではなくてですね、当面、コロナ、インフルエンザまだ発生

しておりますので、それがまだ５類ではありますけども、当院としては、そういう感

染が広がらない、院内に広がらない対応を当面行っていく予定ですので、採用人数と

いうことではないということをご理解いただければと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 枝幸町には、やはり確かにいい制度が整っております。整っ

てると思って、私は思っております。 

その中で、今後、看護師の募集に関しても町長の答弁にありましたけども、これは

私として、やはり頼るだけじゃなく、自らやはり病院なり、またはその看護学校なり、

足げなく通うということも大事じゃないかと思うんですね。 

そういう面で、いろんなところに出向き情報収集するなりできないでしょうかね。 

やはり、そういうところのである、出歩くというか訪問して、いわゆる人間関係づ

くり、その中で、やはりいろんな情報を提供していただき、人員確保をさらに拡大で

きるんじゃないかなという私の思いなんですが、どうでしょうか、こういうことでき

ないでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず、先ほど町長の答弁にもありましたようにですね、今年９月にですね、旭川で

ありました看護職の求人求職合同面接会というのに私とか看護師長が職員全部３名で

ですね行ってですね、東北の医療機関が集まって、看護就職希望する方、それぞれの

ブースがありましてですね、そういうところに、コロナ前、久しぶりに参加したって

いうとこであります。 

今回、残念ながらですね、そういう当院にそういう興味を持たれた方はいなかった

んですけども、そういう機会、来年以降もですね参加していったりとか、先ほど議員

おっしゃったとおりですね、看護師、そういう学校訪問なんかも有効だと思いますの

で、今後検討していければなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 今、事務局長のお話においても出向いていると、本当にあり

がたいことだなと思います。 

ただし、これは１回に限らずですね、そこの、今、言ったところに訪問するだけじ

ゃなくて、もっともっとやはりアンテナを立てれば、そういう場所があるんじゃない

か。また、看護師さんの紹介なんか受けれんじゃないか。もっともっとですね、積極

的にやってほしい。 
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これに出張だとかいうことからお金かかるでしょうし、ところが、これだけの仕事

をしているということは、町民もお金かかることに対しては許してくれるんじゃない

かと思うんです。 

そういう面で、ぜひ新たな年度においてもですね、積極的にそういう人員確保する

ためにやってほしいというのが、スピードを上げて対応していかないと、やはり病院

の収入にも影響してくると思うんですね。 

そういう面で、看護師さんの増員、スピードというものを、スピードを上げて取り

組んでもらいたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問お答えします。 

看護師人材確保は重要だと私も思っておりますので、そういう様々な手段、あと最

近行って、まだ行ってないのは、例えば SNS とかですね、そういうところも、今後、

活用の研究も必要なのかなと思いますので、いろんな手段を使って、そういう人材確

保に努めていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これで渡辺議員の一般質問を終わります。 

続きまして、６番小林正浩議員の１問目の質問を許します。 

６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） 通告に従いまして質問をさせていただきます。 

J-クレジットと林業振興。 

J-クレジットとは、CO2 など温室効果ガス排出削減量を国が補償し、クレジットと

して販売できるようにした制度で、カーボンオフセット、削減努力をしてもなお残っ

た排出量を埋め合わせることに取り組んでいる事業者が購入するものです。 

森林由来の J-クレジットは、CO2 吸収だけでなく、国土や生物多様性の保全、林業

の振興など、森林の持つ多面的機能の発揮にも役立つと期待されています。 

静岡県では、県営林をモデルとしてクレジット創出を先導的に進め、その実践過程

で得られた情報やノウハウを、県内の林業経営者や市町村にも普及されさせることを

目指しています。北海道では、弟子屈町が民間会社と連携協定を結んでいます。 

枝幸町も令和７年度から町有林を対象とした森林による CO2 吸収量をクレジット化

し、この売却益を森林管理や省エネ施設導入の財源として活用する検討、活用を検討

すると町政執行方針で示しています。ゼロカーボンシティを達成するため、大変評価

したいと思います。 

しかし、クレジットの創出までには、プロジェクトの計画書作成や登録申請、森林

成長量のモニタリング認証の申請など、いくつもの段階を経ることが必要で大変難し

い課題です。当町は、この課題にどのように対応するのか、町長に伺います。 

次に、クレジット創出までにどのくらいの経費がかかるのか、また、クレジットの

期間と収入の見込みについて、町長に伺います。 

最後に、クレジット収入で林業の振興を進めなければならないと思いますので、今

後の林業振興について町長の所信を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 
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（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 小林議員のご質問にお答えします。 

J-クレジット制度につきましては、令和７年度町政執行方針における重点施策とし

ており、町有林 4,800 ヘクタールを活用してこの制度に取り組んでまいります。 

J-クレジットの創出・販売に係る課題については、専門的な知識や煩雑な事務処理

が必要なため林政担当職員だけでは対応が難しいものと考え、北海道や弟子屈町と同

様に、創出支援を行う民間事業者と連携協定を締結することを予定しております。 

既に J-クレジット創出支援を行う民間事業者数社から事業提案を受けております

が、町民の財産である町有林の機能を最大限に活用して、この制度に取り組んでいく

ため、北海道と同様に公募により事業者を選定し、事業を進めてまいります。 

なお、公募の条件等の詳細は、北海道からの必要な助言等を参考に令和７年度末ま

でに事業者を選定し、連携協定締結後、令和８年度より事業に着手したいと考えてお

ります。 

J-クレジットの創出・販売に係る費用につきましては、プロジェクト計画書の作成

や登録申請をはじめ、吸収量を算定するためのモニタリング調査及び報告書の作成、

審査機関への認証申請に係る費用が挙げられ、初期費用として概ね 1,500 万程度が必

要と思われます。 

一方、J-クレジットの販売収入につきましては、対象となる森林は 1990 年、平成

２年以降に施業を行った育成林等であり、町有林の森林経営計画をもとに仮算定した

ところ、年間収入は概ね 2,750 万程度となる見込みであります。 

なお、今、申し上げた費用及び収入につきましては、事業実施の詳細の決定や今後

の経済状況により変動することが想定されます。 

クレジットの発行期間については、町が８年から 16 年の間で任意に設定すること

が可能となりますが、これについては、モニタリング調査結果を踏まえ、森林作業の

計画とあわせて総合的に勘案し、最適な期間設定を行います。 

最後に、J-クレジット収入を活用した林業振興につきましては、収入の基金化によ

り、使途を明確にしたうえで、町有林の経営管理にかかる費用、林業生産基盤である

路網整備や環境負荷低減に係る事業に充当することとします。 

あわせて、森林環境譲与税を活用した事業についても、制度開始から５年間で２億

5,000 万円の執行により、私有林整備への助成を柱に各種事業を展開し、林業の振興

に努めておりますが、今後も既存事業の効果・検証・拡充をはじめ、新規事業の創設

を含めて、当町林業の成長産業化に必要な取り組みを加速化してまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

町長のお話を聞きまして、非常に今、安心してるっていうか、枝幸町の林業のこれ

からの振興にすごい役立ついい取り組みだなというふうに改めて感じております。 

それでですね、とりあえず、枝幸町の森林面積 4,800 ヘクタールということで、大

体 2,750 万円ほど年間枝幸町にこのお金が入ると、収入があるということで、それに

対しては、経費が 1,500 万ぐらいしか掛からないということなので、本当に、非常に

いい事業だなと改めて感じたところです。 
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それでちょっとお聞きしたいのは、弟子屈町 1,200 ヘクタールで年間約 600 万ぐ

らいっていうような報道があったと思うんですが、枝幸町の方はこれ、６、４、24、

2,400 万以上の 2,750 万ですから、育成林のこれ成長率って言ったらいいんですか、

排出量が非常に枝幸町はいいというふうに考えてよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

弟子屈町の森林の構成がどうなってるかちょっとわからないんで、ちょっとお答え

しかねるんですが、町有林といたしましては、トドマツ、アカエゾマツの人工林中心

に対象となる森林が約 1,100 ヘクタールほどとなりまして、大体概算でですね、ヘク

タール５トン当たり吸収するということで計算しますと、大体年間で 5,500 トン程度

を吸収するということになりまして、大体それでですね、民間事業者から提案を受け

た価格等を参考にトン当たり 5,000 円と仮におきますと、5,000 円掛ける 5,500 で

2,750 万程度の収入が見込めるということで推計をしております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ありがとうございました。わかりました。 

それでですね続いてなんですけれど、ある枝幸町内の林業経営者さんとこの前ちょ

っとお話をさせていただいて、この J-クレジットのことを当社ではどうなのって聞

いたら、やはり経費の面とかそういう情報の面で、非常にまだわからないところがあ

るんで、まだそういう取り組みはしてないというお話だったんですね。 

当然、枝幸町がこういうふうに J-クレジットを契約していくっていうことになる

と、静岡県もそうなんですが、やっぱりノウハウとか情報を、やはり町内に、あるい

は、やっぱり民間事業者さんであるとか森林組合につなげていく必要があると思うん

ですが、その辺の対応については、今後どのように対応されるのかということをお聞

きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

今年のですね、１月の中旬にですね、北海道庁からですね、担当者２名をですね、

町に来ていただきまして、J-クレジットの基礎的なですね研修会をですね、町内林業

者の方対象にですね行っております。 

今後もですね、そのような、このような良い制度ですので、町内に普及していくよ

うにですね、森林組合等を通じてですね、意見聴取してですね、この制度をですね、

進めていければと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。はい、理解しました。 

やはり、こういういい制度は、やはり枝幸町の民間事業者さんであるとか森林組合

会員さんに広げていくことによって、なお一層、林業振興というのが求められると思

うんで、進められると思うんで、ぜひその辺は頑張っていただきたいと思います。 

最後にですね、やっぱりこうやって J-クレジットで収入があるということで、お

金もあることはいいことだと思うんですが、やはりどこでも言われてますけど、やっ

ぱりその業種を発展させるためには、やっぱり人手がやっぱり必要だということで、
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やはり担い手育成に対して、やっぱり補助していく必要があると思うんですが、その

辺については検討されていましたでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

担い手対策についてではですね、森林環境譲与税を活用しまして、担い手対策事業

といたしまして、林業従事者とあと事業体対策というものを行って、現在も行ってお

りますが、今、北海道とですね取り組んでおりましすですね、スマート林業と進展と

合わせてですね、担い手対策もですね、これらの財源を活用してですね、積極的にま

た拡充してですね、取り組んでいきたいと思っておりますので、ご理解いただければ

と思います。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 理解しました。この質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） 以上で小林議員の１問目の質問を終わります。 

引き続き、小林議員の２問目の質問を許します。 

はい、６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） はい、１問目に続きまして、通告に従いまして質問をさせて

いただきます。 

枝幸町小中学校の理想の未来図。 

枝幸町では、少子化の加速により児童生徒数が減少しています。 

令和６年度、事務職員や養護教論が未配置の学校は山臼小学校のみでした。令和７

年度は、目梨泊小学校、岡島小学校、風烈布小学校の３校が未配置となります。 

このため、子どもたちにとって望ましい教育環境とは何かを主眼として、小中学校

における教育環境の向上を図るため、小中学校の適正規模や適正配置の検討を進め、

保護者や地域住民に対し、丁寧な説明や対話を通じて共通理解を深め、今後の方向性

を決めていくことが教育行政執行方針で示されました。 

児童生徒の最善の利益を最優先に考えると基本的に理解できますが、これだけでは

枝幸町小中学校の理想の未来図が想像できませんので、教育長の言葉で町民の皆様に

説明する必要があると考えます。 

枝幸小中学校の理想の未来図について、教育長の所信を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 小林議員のご質問にお答えします。 

現在、町内の小中学校は、小規模校が３校、複式校が７校あり、このうち、教頭、

事務職員、養護教諭の未配置校は１校となっております。また４月からは、事務職員

と養護教諭が未配置となる学校が新たに３校増えますが、今後、更なる児童生徒数の

減により教職員が少なくなることが見込まれていることから、学校運営の影響が懸念

されます。 

このため、教育委員会に小中学生の教育環境の向上を図ることを目的とした検討委

員会を設置し、適正な学校規模や学校配置のあり方について検討を進めております。 

検討を進める中で、まず第一に、町民の皆様に、現状や児童生徒数の見込み、適正
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化の必要性について情報の共有を図ることが大切であると考え、教育課題などを説明

した動画を２月の EOS ニュースで放送いたしました。 

なお、この説明動画は、当面の期間、町のホームページで視聴できるようになって

おります。 

その際、認定こども園、各保育所、小中学校の保護者の方々には、説明動画を視聴

しての意見や感想を把握する観点から、アンケートにご協力いただきました。また、

広報えさし３月号では、適正化のポイントとなる部分、特に児童生徒数と教職員数が

少ない学校の運営上の課題解決について、Q&A 方式により説明をしております。 

現在は、アンケート結果の分析と並行して適正化の方向性を検討している最中であ

り、今後、方針案を取りまとめてまいります。 

その後、全ての小中学校を訪問し、保護者や地域の方々との対話を通じて、適正化

の時期や通学方法なども含めた計画案を作り上げていく予定であります。 

このため、現段階において、枝幸町小中学校の理想の未来図というご質問に対しま

しては、児童生徒数と教職員数が少ない学校の運営上の課題解決を図るため、小中学

校の適正化を行い、多様な人との交流と多様な教育活動が可能な集団と一定の教職員

数が確保できているということになります。 

このことから、現在のところ大きな方向性としては、教頭、養護教諭、事務職員が

未配置、または今後未配置となる可能性が高い学校については、子どもたちへの影響

と学校運営に大きな不安が残るため、できる限り早い時期での適正化を進めることが

望ましいと考えております。 

私としては、適正化を進めていく上で一番大切なことは、子どもたちにとって良好

な教育環境は何かを常に念頭に置き、保護者や地域と丁寧な説明と対話を通じて共通

理解を深めていくことが最も重要と捉えております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい。６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

今の教育長のお話を聞いて、ちょっと残念だなというような感想です。というのは、

やはり未来図、ビジョンそういうものを示さなければ、やはり地域の皆さんというの

は、なかなか納得が得られないような気がするんですよね。 

今の教育長のお話では、総務文教常任委員会でも、全員協議会でも説明していただ

いたところから成長は見られない。 

やはり人を納得させるためには、それなりの理想、未来図、やっぱりそういうもの

が必要だと思うんですよね。やはり、そういうものを示してこそ、やはり人の理解っ

ていうのは得られる。 

状況としては、子どもが少なくなっている状況というのは十分理解できますし、あ

る程度の統合はやむを得ないなっていう個人的には思います。 

ただ、それぞれ各々地域の実情っていうの事情ってのがあると思うんで、やはり、

そこをやっぱり引きつけるためには、やはりこれが理想ですよみたいなものを示して

いかないと難しいと思うんですが、その辺については、どういうふうにお考えになり

ますか。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 
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○教育長（小川俊輝君） 議員のおっしゃる学校、枝幸町の学校の未来図を示さなけ

ればというお話なんですが、この具体的なこの未来図っていうのが、ちょっと、例え

ばですね、将来、枝幸町の小中学校の適正化によって再編統合されるとした場合の具

体的な学校、残る学校、統合される学校を示すべきだというふうに解釈してよろしい

のか。そういうことでよろしいんでしょうか。はい。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） そういうふうに委員会の方で考えている何かあるんであれば、

それを示すべきですし、例えば、そうじゃなくて小中一貫の義務教育学校に持ってい

くんだよとかっていう、そういう方向性っていうのは、今あると思います。 

義務教育学校に持っていくのか、それとも、ある程度いくつかの学校を統合して一

つにするのか、そういうことです。理想の未来図。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） あのですね、今現在、町内で七つの小学校、三つの中学校

があります。 

児童生徒数が年々減っていく中で、将来的には、そういう学校の再編・適正化って

いうのは、やっぱこれから、そこをですね、これから各地区、各小中学校全て回りま

して、保護者や地域の方とですね膝を交えてちょっと懇談・協議していくと。 

その中でですね、やっぱり、地域の方、保護者の方のやっぱり声を聞かないとです

ね、やっぱり我々もですね、それを基にベースにですね、青写真をやっぱりこれから

作っていかなきゃなりません。 

ただ、議論のたたき台としては、一応、今時点で、教育委員会としては、こういう

イメージを持ってます。これはあくまでもたたき台ですね。例えばこういうパターン

もあります。もう一つこういうパターンます。 

それは、ちょっと今、内部で今いろいろ揉んでいるところですので、それをただ大

体にしてですね、この春頃からですね、ちょっと各地区を回っていきながら、地域の

方、保護者の方の意見をしっかりと聞きながら、こちらの理想とするところは、やっ

ぱ学校の役割っていうのがやっぱり本来あると思いますんで、そこをちょっと一応ご

説明して理解していただきながらも、各地域それぞれの学校に対する思いはあると思

いますので、コミュニティの中核としてのそういう位置づけもありますし、防災拠点

施設という位置づけもありますので、そこは地域の方とですね、丁寧な説明と、やっ

ぱり合意形成をですね、これはちょっと時間かけてもですね、私は、拙速は避けて、

じっくりとやっていきたいと思って考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） わかりました。いろんなパターンがあって、地域の方々と話

し合いながら変えていこうというそういう意思を今確認できたので、ぜひそういう状

況で進めてほしいなというふうに思います。 

それで、こういうことを心配し、今から心配しても仕方がないと思うんですが、地

域で合意がなされなかった場合っていうのは、そこの学校は残す、ある程度の期間を

残すっていうふうに、そういう、そういうところまで柔軟性をお持ちになっているの

かということをお聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 
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○教育長（小川俊輝君） 今ある町内の学校については、昭和の時代からですね、そ

れぞれ地域の要望に基づいて学校を設置しております。 

地域あっての学校という側面もありますので、今後、地域といろいろ協議していく

中で、仮にですね、ちょっと学校はもう少し存続させてくれっていう、それが地域と

しての共通の結論であればですね、そこは教育委員会・行政としては、そこを強引に

ですね進めることはできませんので、柔軟にですね、そこは対応していかなければい

けないと考えてます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。はい、安心しました。 

それとまた細かいことでもう一点、もし学校が統合するようなことになると、やは

り、ちょっとこれまでも触れてましたけれども、スクールバスの運行もそういうふう

になると考えられるというそういう説明だったと思うんですが、スクールバスの運行

を通して、やっぱり歌登地区でやってると思うんですが、歌登地区等と同等で平等な

ものになるのかどうか、そこの確認をしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいま議員のおっしゃるとおりですね、今後の学校の再

編整備にもしなった場合は、当然、その児童生徒の送迎の部分ですね、通学の部分っ

てのはセットで考えなければいけません。 

通学の手段としては、既存の路線バスを使ったりですね、スクールバスを使ったり、

いろいろ考えられるわけですが、あと事業者に委託するとかいろいろありますが、場

合によっては、例えばスクールバスを新たに購入して運転手を確保するということも

ですね、やはり必要になってくるかもしれませんし、これについては、今後、教育委

員会としてもセットでですね考えていきたいと思いますので、その道筋が見えてきま

したら、議会の方にも随時報告させていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 最後になんですが、これは総務文教常任委員長という立場で

ある私の責任もあるんですが、やっぱり町民の皆さんに、なぜ今この時期なんだと、

少し遅いんじゃないかというふうに言われまして、私も自分の勉強不足を非常に悔い

ていますし、未配置になる学校に通う子どもたち、保護者の方々に大変申し訳ない気

持ちでいます。 

そこの点は、教育委員会としてどういうふうに考えられているか、ちょっと教えて

いただきたいなというふうに思います。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいま、議員から取り組みが遅いんではないかという町

民の声があるっていうことをお聞きしまして、やっぱりいろんな考え方が町民の方も

あると思うんですよね。 

確かに教育委員会としては、これまでですね、各地域の学校については地域の意向

を最大限尊重するっていう意味合いですね、行政側から早く統合しなさいよとか、そ

ういうことは、そういう作用があるアクションをですね、アプローチはしてこなかっ

たのが現実であります。 

ただ、ここ数年、これだけ児童生徒数が減っていく中で、やっぱり教職員の定数も
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やっぱりだんだん減ってます。 

教頭、事務職員、養護教諭も受けない学校が増えていく中で、当然、その地域の学

校の保護者の方は大変不安に思ってると思いますので、当面ですね、事務と養教の不

在となる学校についてはですね、事務については、教育委員会で任用しているパート

の会計年度任用職員をフルタイムにちょっと勤務延長して、未配置の学校に１日おき

にスクールサポートスタッフ的な位置づけですね、学校事務を補助してもらうような

手立てをですね考えております。 

それから養護教諭についてはですね、養護教諭の資格を持った方で退職された方、

町内にもいらっしゃいますんで、その方をですね、養護教諭のいない学校に月に１回

ペースなんですが学校訪問して、約６時間ですね、児童の健康の面指導とか、子ども

の体の相談とか、そういう活動をしていただいてます。 

その月１回のペースをですね、町費でちょっと上乗せしてですね、委託料を上乗せ

して月１回を月２回ペースにちょっと増やしたいと思っています。 

この辺の関係予算は、今回新年度の当初予算でちょっと計上させていただいており

ますが、少しでもちょっと学校の負担軽減、そして地域の不安をですね少しでも和ら

げ、和らげるためにですね、微々たるもんかもしれませんけども、そういう手立てを

ですね、ちょっと新年度、ちょっと予定しているということで、ちょっとご理解いた

だきたいと思います。 

○６番（小林正浩君） わかりました。ご質問終わります。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、これをもちまして、小林議員の質問

を終わります。 

それでは、もう１時間近く経ちましたので休憩したいと思います。次の一般質問は、

休憩の後お願いいたします。 

14 時 10 分まで休憩したいと思います。 

休憩 午後１時５６分 

再開 午後２時１０分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

それでは、休憩前に引き続きまして一般質問を続けます。５番野口洋郎議員の１問

目の質問を許します。 

はい、５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 町長に質問いたします。 

国民健康保険税の引き上げに対する当町の考え方。 

今年度に引き続き、来年度も国民健康保険税は引き上げされる予定になっておりま

す。 

現在、物価の上昇が激しく、住民の生活は非常に厳しいという状況の中で、国保税

を引き上げるというのは住民の理解が得られないことです。 

そもそも国保税は、どうしてこれほど高額になっているのか、しかも毎年値上げさ

れているのはどういうわけなのか、納得できる説明をお願いします。 

現在、当町の国保加入者の世帯数と割合、収入の構成、また、その中に子育て世帯

がどれくらいいるのか示してください。 

国保税が高すぎて払えないという声が多くあります。国保税の滞納世帯はどれくら
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いあるのか、その金額、滞納世帯に保険証の代わりに資格書を発行している世帯があ

るのか示してください。 

町長は執行方針で、結婚出産子育てなどの環境整備に切れ目のない支援を続けると

しています。 

国保税の均等割は、子どもが多ければ多いほど納税額が増える仕組みになっており、

少子化対策とは相いれないものと考えます。 

国の制度で、就学前の子どもに対しては５割軽減がされていますが、他の自治体で

は、この軽減措置を 18 歳まで延長しているところもあります。 

切れ目のない支援を続けるというのであれば、当町でも軽減措置を延長すべきと考

えますが、町長の所見を伺います。 

冒頭で述べましたように、現在、物価の上昇が激しく、特に米の値上がりと生鮮食

品の値上がりが私達の食生活を直撃しています。 

この時期に国保税の引き上げは死活問題です。せめて来年度については、一般会計

の法定外繰入を行い、国保税の引き上げを中止すべきだと考えますが、町長の見解を

伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

国保制度は、主に自営業者や退職者の方が加入する医療保険でありますが、加入者

の中には高齢者や慢性疾患を抱える方も多く、１人当たりの医療費が高くなる傾向に

あります。そのため、地方自治体では、一般会計からの多額の法定外繰入や小規模市

町村による運営難が課題となり、平成 30 年度からは、都道府県単位での運営となっ

ております。 

保険税の引き上げ理由でありますが、医療技術の高度化や高齢化社会の進行に伴い、

１人当たりの保険給付費が毎年度上昇しており、令和７年度では道平均 4.5％の増額

が見込まれております。また、市町村は、所得や医療費水準によって道が算定する納

付金を負担することで事業を運営しておりますが、当町は、急激な保険税率の引き上

げ緩和を図るために、令和５年度までの６年間で、総額で約４億 6,000 万円の納付金

軽減の措置を受けており、今年度からの国保事業基金を活用した独自の緩和策も実施

しております。 

さらには、令和 12 年度、2030 年でございますが、から道内統一の保険料率適用が

予定されており、現在はその移行段階となっているところであります。 

これらのことから、物価上昇が続く現下の厳しい経済動向も十分認識しております

が、当町の国保制度の維持を図るために、毎年度、保険税率の改正を提案している次

第であります。 

次に、国保加入者の状況でありますが、令和６年 12 月末時点では、国保加入世帯

は 1,244 世帯で、うち高校生以下がいる世帯は 195 世帯で約 16％となり、加入者で

は 2,334 人で、うち高校生以下が 356 人で約 15％となっております。 

収入構成では、保険税課税所得 100 万円未満の世帯は 645 世帯で全体の 52％を占

め、うち高校生以下の子育て世帯が全体に占める割合は２％であります。300 万円未



- 39 - 

 

満は 15％で子育て世帯２％、500 万円未満は 10%％で子育て世帯４％、1,000 万円以

上は 16％で子育て世帯６％となっております。 

続いて、保険税の滞納状況につきましては、令和６年５月末時点において 101 世帯、

滞納額 2,282 万円でありましたが、12 月末時点では 80 世帯、滞納額 1,706 万円と

なってきており、また、医療機関窓口において、医療費自己負担額を一旦全額負担す

る資格証明書や特別療養費の取り扱い実績はありません。 

次に、子どもの保険税均等割の軽減措置拡大は、国の制度で未就学児を５割軽減と

する仕組みが導入されておりますが、18 歳までの対象年齢引き上げは、道内統一の

保険料率適用に向けて税率改正を行っている段階であり、町独自の軽減措置は難しい

ものと考えております。 

最後に、食品などの値上がりが続く中で、少子高齢化による社会保障負担率の上昇

が大きな懸念材料ではありますが、一般会計からの法定外繰入は、国保以外の公的医

療保険加入者との公平性も課題となりますことから、国への財源確保の要望とともに、

引き続き国保制度の安定的な運営に努めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、今回の議会で上程されるんですね国保税の引き上げっ

ていうのは。まだこれから審議ということになるんですけども。 

まずですね、もう引き上げが仕方がないっていうようなそういう答弁だったと思う

んですけども、今回、今年度、令和６年度から令和７年度で引き上げが行われますが、

その引き上げが行われるのは、どれほどの金額が不足しているから引き上げが行われ

るのかっていうのをちょっと答えていきたいんですけど。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） すいません。 

ただいまの野口議員のご質問にお答えさせていただきます。 

先ほど町長の答弁でもお話ございましたが、枝幸町から国保事業費納付金というも

のを北海道にお支払い収めることによって当町の事業運営ができることとなりますが、

令和７年度におきましては、５億 1,160 万円を税負担として集めて納付するような形

となりますが、税率の引き上げがない場合につきましては、3,820 万円ほど不足する

という形で推計しております。 

このたび、後ほどご説明ご提案させていただきますが、この税率改正を行うことに

よって 1,690 万円ほどそれでもまだ不足するという見込みとなりますが、国保事業会

計の基金を活用しまして、そこの部分は穴埋めさせていただくような形と考えており

ます。 

説明は以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 全体で、令和７年度、来年度については 3,820 万不足する。

で、基金からもお金は 1,400 万ぐらい入りますよね。 

入るんだが、それでも不足するので、この値上げが必要だと。そういう解釈でよろ

しいですか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 
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○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えします。 

今お話ありましたとおり、保険税の引き上げを実施していかなければ、なかなか会

計が運営できないというところがありまして、今回改正させていただくところです。 

なお、北海道の方では、標準的な保険税率というものが示されておりまして、本来

でありましたら、そこの税率を設定しながら運営していくような形となりますが、基

金を活用しながら、全道自体が納付金額とともに示します標準保険税率を適用せずに

引き上げとはなりますが、その範囲内で改正させていただいているというようなとこ

ろになります。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。 

それでですね、この健康保険税の納入世帯なんですが、軽減策がありますね７割軽

減世帯、５割軽減世帯と２割軽減世帯っていうのがあると思うんですけども、この、

今回の保険税を支払っている方たちの中で、この７割軽減世帯という方々はどれぐら

いいらっしゃるか、ちょっと人数を教えてもらえますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） すいません。 

時間いただきまして申し訳ありません。 

軽減世帯数でありますが、実際お支払いいただく均等割、平等割っていう応能分で

すね、そこの部分の減額となる法定の制度となりますが、７割軽減世帯が 354、５割

軽減世帯が 145、２割軽減世帯が 93 というような、そういった 600 世帯弱が、そう

いった軽減を受けている形となっております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ７割軽減世帯が 354 世帯あるっていうことですよね。 

この７割軽減世帯っていうのは、所得額が 43 万円未満っていうことですね。 

それで、これ、この間全員協議会の資料でいただいた資料を見ると、所得額 43 万

円未満という方は、年金収入でいうと 153 万円未満ということになるんですね。その

方が、年金収入以外の方もいると思いますけども、その方が 354 世帯あるということ

です。 

年間の収入、年金収入で 153 万円未満の方が国保税を支払っているわけですが、こ

ういう方々も来年度から値上がりになると。金額は小さいですけども、値上がりにな

るということなんですが。 

そこでですね、町のホームページに提示されているんですが、生活保護の基準額の

モデルケースというのが出てます。生活保護のですね、高齢者２人世帯これモデルケ

ースです。 

高齢者２人世帯の 72 歳と 68 歳の夫婦の収入っていうのがですね、年間でいうと

164 万 5,280 円なんですね。この生活保護っていうのは、最低限の生活資金を保護さ

れている。 

この生活保護世帯っていうのは、国保税っていうのはかかるのかどうか、ちょっと

お答えもらえますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君）  ただいまご質問いただきました生活保護世帯に

つきましては、適用除外世帯ということになりまして、国保税ですとか後期高齢者医
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療保険制度の対象とはなりませんので、生活保護の中から医療扶助としてそういった

給付を受けている形となります。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ということはですよ、生活保護の金額は 164 万 5,280 円で

すね。 

先ほどの高齢者の夫婦お２人で７割減、７割軽減されている国保税の国保税を払っ

ている世帯というのは年金収入 153 万円未満でしょ。 

ていうことは、生活保護よりも低い金額ですよね。生活保護より低い金額の世帯に

対して国保税を課しているということになります。 

これはちょっと矛盾があるのではないかと思うのですが、そこはどういうふうに説

明されますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君）  ただいまのご質問なんですが、そもそも、あの

福祉制度の建付け、位置づけが違うものがありまして、生活保護世帯でありましたら、

資産形成ですとか、そういったところもまた違ってきているでしょうし、年金世帯で

ありましたら。 

そういったところがありますので、健康保険の中では、全体、本来支払うべき金額

から７割を軽減した中で３割のご負担をいただくような形で、軽減措置を実施しなが

ら、この医療保険制度、国民皆保険制度を維持していくというような位置付けになっ

ていると私の方では考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。 

制度が違うし、今、収入が少なくても例えば預貯金があるとか、そういう方であっ

てもいらっしゃるっていうね、そういう部分があると思うんですが。 

ですが、やっぱり収入はこれだけ少ない中からね、国保税というも税金ですから、

税金が取られるっていうのは、なかなか厳しいことではないかなというふうに認識し

ます。 

これ、この時期に来年度の予算どうこう言ってもしょうがない話ではあるんですけ

れども、なかなかこの国保税を上げるっていうのは賛成しがたいだっていうところを

言っておきたいと思います。 

それとですね、質問の中にも書きましたが、均等割ですね、均等割の問題がありま

す。 

これは、子どもが多ければ多いほど、均等割ですから１人当たりいくらっていうふ

うにかかってきますよね。ですから、子どもが３人いれば掛ける３になる、４人いれ

ば掛ける４になるっていうことで、子どもが多ければ国保税が高くなるっていう仕組

みで、国の施策で就学前までは５割軽減になっていると。 

他町村でですね、これを 18 歳まで、質問でも言いましたが 18 歳までこの措置を延

長しているところがあるんだが、町としてはちょっと難しいという町長の答弁でした。 

これ、なぜ難しいのか。お金の問題なのか、なんなのかわかんない。制度的な問題

なのか、なぜ難しいのかっていうところをちょっと教えてもらいます。 

他町村ではできているっていうことがあるんでね、なぜ枝幸町では難しいのかって

いうところをお答えいただきたいんですが。 
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○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君）  道内市町村での事例となりますが、18 歳以下

の国保料軽減している世帯、旭川市ですとか、大雪地区の広域連合としまして、東川

町、美瑛町、東神楽町、芦別市こういったところで５割を軽減したりですとか、全額

軽減ということで 18 以下の軽減措置を実施しているところでありますが、先ほど町

長の答弁でもございましたとおり、現在、道内統一的な保険料率適用に向けて足並み

を揃えて一致させていっているような状況にありますので、町独自の軽減策を盛り込

んだ場合には、さらに財源不足が拡大する形となりますし、統一的な保険料率を設定

した際に、改めてそういった世帯の負担が道内統一的になったときには急激に引き上

がるような形となります。 

また、そこで財源を確保しようとした場合には、他の子育てをしていない世帯を含

めて全体の負担額を少しずつでも引き上げなければ運営できなくなりますので、そう

いった全体を含めた検討をしなければ、軽減措置の適用は難しいのではないかという

ふうに考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりやすい説明でした。 

要するに、全体的なことを考えたら、ここだけにちょっとずつ投入、一般会計のお

金を投入するのは難しいと、そういうような考え方なのかな。そういうことですね。

わかりました。 

それでですね、質問でも言いましたが、お米の値段がですね、もうすごい上がっち

ゃってますよね、キロでも 3,000 円以上 4,000 円近くになっていると。話題にもな

りましたがキャベツが１玉 600 円とかね時代になってます。 

それで、非常に生活厳しいですよね、特に高齢者の方で収入少ない方の生活は、本

当ますます厳しくなっています。 

それでね、今、お米の値段が上がっている生鮮食品の値段が上がってるっていうの

が、今後下がっていくっていう見込みがあれば、ちょっと気持ちは楽になるんですけ

ども、それもなんか望めないというようなこういう状況の中で、この国保料の値上げ

をね、しなければいけない町の苦しい状況もわかりますが、わかるんですが、何とか

来年度だけでも抑えることはできないだろうかっていうのが、やはり住民の皆さんの

声なんですよね。 

例えば、所得 300 万っていうと収入で 430 万ぐらいかな、ぐらいの世帯なんかだ

と年間で２万 6,000 円ぐらい引き上げになるっていう試算なんですよね。 

やっぱりこうなると、生活が本当に苦しくなっているんだっていう声はわかります

よね。 

それは行政の方も重々わかってるとは思うんですが、それで、来年度だけでも何と

かこの値上げ分をおさえることができないのだろうかっていうところを、ちょっと説

明ができたらお願いしたいんですけど。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君）  今、野口議員おっしゃいましたとおり、負担率

がどんどん上がっている、物価が上がっているということは重々承知しております。 

そういった中で、国民健康保険以外の加入されている協会健保ですとか、そういっ

た被用者保険に入られてる方も同時にそういった負担を引き上げながら、こういった
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健康保険制度を維持しているという状況にあるというふうに考えておりますので、ま

た、その引き上げを先送りした場合には、次年度以降、今回先送りした分も含めて引

き上げをしていかなければ会計的には運営できないこととなっていきますので、段階

的な 2030 年度の統一的な保険料率適用まで段階的に引き上げさせていただくことで、

安定した運営に繋がるものというふうに考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。なかなか難しい問題ではあると思いま

す。 

元々ね、この国保で上がってきたっていうのは、国の負担率を急に減らされたって

いうそういう事実がありますよね。 

全国知事会だとか市町村長会とかでも国に対して要望していると思うんですけども、

枝幸町としても、国・道、国に対して、そういう要望をしているのかどうかっていう

ところだけちょっと確認させていただきたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君）  国民健康保険制度そのものにつきましては、北

海道国保連合会の方において、各市町村の声というか、そういった意見を国・道に対

して意見書を出しているような形となっておりまして、毎年度その調査があります。 

そこに町の現状ですとか含めまして、意見というか申し述べさせておりますので、

そういった声を国の方には届いているのかなというふうには考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、ぜひですね、大きな声で国に対してものを申していた

だきたいというふうに思いますと申し上げて、この質問を終わります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） それでは、野口議員の１問目の質問を終わります。 

引き続き、野口議員の２問目の質問を許します。 

はい、５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 通告に従いまして２番目の質問をさせていただきます。 

交通安全対策の推進について。 

町長及び教育長にお伺いします。 

当町には、枝幸町交通安全基本条例があり、その第３条では、町は、交通環境の整

備等の総合的な交通安全対策の推進に努めなければならないとしております。また、

第６条では、町は、交通安全を確保するため、交通安全施設を整備するなどして、良

好な交通環境を確保するよう努めなければならないとしています。 

この条例で明らかなように、町は、交通安全を確保するために、交通環境の整備、

良好な交通交通環境の確保する責務があります。 

そこで、子どもたちの通学について伺います。 

子どもたちの通学路にはどのような交通環境の整備、安全対策がとられていますか。

また、冬季間積雪時の通学路確保のための除雪にどのような基準が設けられているの

か。そもそも積雪時の通学路が確実に交通安全環境を確保されているのでしょうか。 

４月から新１年生の通学が始まります。子どもたちを交通事故から守るために、町

及び教育委員会はどのような交通安全教育を実施しているのか、そのために必要な措
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置は確実にとられているのか、町長及び教育長の所見を伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

はじめに、私から歩道の除雪と交通安全対策について答弁します。 

まず、冬季間の通学路の除雪基準は、気象状況や前日までの降雪量、路面状況等の

総合的な検証を行ったうえで出動の判断をしておりますが、通常時は午前２時頃の降

雪量を実測し、10cm 以上となった場合に早期除雪を行う、失礼しました、早朝除雪

を行っております。 

この歩道除雪路線となる通学路の指定基準は、交通安全施設等整備事業の推進に関

する法律の規定により指定しておりますが、指定路線以外の歩道除雪につきましては、

歩行者の実態に応じ、道路管理者、教育委員会や学校などの関係機関が連携し、必要

に応じ合同点検を行った上で実施しており、今後も適切な対策を講じてまいります。 

次に、交通安全対策では、自治会町内会、交通安全指導員による春・秋の交通安全

機関での街頭啓発や、枝幸町子ども見守り隊や歌登地域パトロール隊のボランティア

による通学時の児童生徒の見守りなど、住民の皆様方のご協力を得て、地域全体で継

続的に取り組まれております。 

町としては、これからも日々の交通安全啓発や重点的な指導を重ね、悲惨な交通事

故のリスクを可能な限り抑制してまいりたいと考えております。 

以上、私からの答弁としますが、引き続き通学路の安全確保、交通安全教育の状況

などについては、教育長より答弁します。 

○議長（小原 仁君） では、教育長お願いします。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 私から野口議員のご質問にお答えします。 

教育委員会では、通学路の安全確保を図るため、平成 26 年度に枝幸町通学路安全

プログラムを策定し、道路管理者、枝幸警察署、学校などの関係機関と連携した合同

点検を実施しています。 

加えて、関係機関で構成する通学路安全推進会議で交通安全対策などを協議し、そ

の対策内容に応じて、国道 238 号や道道について、歩道などの交通安全施設の整備要

望を実施するとともに、町道においても順次その対策を講じているところであります。 

交通安全教育については、交通ルールや交通マナーを理解し、実践することにより、

自分自身の身を守るための知識と判断力を身につけ事故を未然に防ぐとともに、交通

安全意識を育む大変重要な教育であると考えています。 

特に新入学児童は、慣れない通学路で、通学路や遊び場でのリスクが高いため、地

域が注意深く見守る対象として認識できるよう、ランドセルに装着する黄色いカバー

や交通安全意識を啓発するグッズを配布しております。また、全小学生を対象とした

枝幸警察署、交通安全指導員、町職員による交通安全教室では、小学生にもわかりや

すい説明やダミー人形を使った交通事故の再現により、安全意識を醸成しています。 

これらの交通安全教育は、子どもたちの未来を守るため大切であり、安全な通学や

交通環境を維持していくため、引き続き交通安全意識の向上に努めてまいります。 
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以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長及び教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許し

ます。 

どなたに質問か言って、それから発表してください。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、全体ですか、安全教育がしっかりされているなされて

いるという部分って非常に安心いたしました。今後も引き続きよろしくお願いしたい

と思います。 

それで歩道の除雪の件をお伺いします。 

現在ですね、あの歩道の除雪は歩道用のロータリーでされてると思いますが、枝幸

町歌登、枝幸地区、歌登地区、それぞれロータリー、歩道用のロータリーが何台ずつ

設置されているのかをちょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

枝幸地区の歩道ロータリーは２台になってございます。歌登地区も同様に２台で除

雪の方を行ってございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ２台、２台あるということで、この２台で足りているのかど

うか、率直なところを教えてください。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

町の歩道除雪をですね、枝幸地区で言いますと22キロぐらいございます。 

けれども、これは工区を分けて１台ずつ稼働しております。 

今の現状ですと、朝７時30分を目標にですね歩道除雪を終わらせるようにしており

ますが、そちらの方はですね、現状、猛吹雪とかそういうのは別にしまして、通常で

あれば間に合っている状況でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） これはですね、要するに住民からの苦情です。苦情なんです

よね。 

あの、要するに、あの歩道の除雪がしっかりなされていない部分があるんだという。 

これね、毎年、毎年あって、建設課長とも一時いろいろお話したことあるんですけ

ども、あそこです。常盤通線。病院の前の道路から国道に出る、238号線に出る新し

く貫通した道路ですね。そこの部分がですね、歩道の除雪がされていないと。 

それで、あそこは、岬町方面に住む子どもたちが通る道路で、朝、お散歩する方々

が通る道路で、あそこは、歩道、両サイドの歩道に雪の山になっていて、歩道は除雪

されていない。 

で、いつか建設課長と話したときに、道路を少し幅広く除雪するので、それで何と

かしてもらいたいんだっていうような説明を受けたんですが、これはやっぱりね歩道

を除雪するべきだ。片方でもです。思うんですが、その辺どうでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 
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○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず、歩道の除雪されてない部分につきましては、先般、野口議員の方ともお話し

ましたけれども、通学路になってございませんので、我々としては、歩道除雪として

はやってございません。 

それで、新規でやっていっていただけたらというご要望ということなんですけれど

も、今ですね、先ほど時間的な部分で、台数、間に合っているかっていうご質問ござ

いましたけれども、通常ですと間に合いますけれども、天候によってはですね、正直

言いますと７時半を過ぎたりですね、もしくは通学に間に合わない場合がございます。 

そうした場合を考慮しますと、できればですね、学校の方から通学路として利用し

てて、子どもたちが多く利用してやっていただきたいという、そういうご要望があれ

ばですね、学校関係者なんかとですね、点検をいたしまして、追加していくことは、

現地を見て確認して、できることもありますけれども。 

今の考えでは、先ほど子どもが通っているということですけれども、学校の方に相

談しましたら、通学路は、そちら国道側の方からではなくて道道側の方から岬町のお

子さんたちが通っているいうこともございますので、そういうところでですね、我々

としては、今の現状のままでいきたいというふうに考えてございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 旧国道ですね、道道の方通ればもちろん学校行けますけど、

距離的には、あそこの道路、常盤線を通った方が近い。 

で、あの学校の方がどうやって言ってるのかわからないですけども、私、あの辺朝

通ると、子どもの通学ありますし、全員が旧国道側を通ってるっていうふうには認識

してないんですね。 

時間的な問題と今除雪している距離との関係ですよね、もしね除雪の、歩道除雪ロ

ータリーを１台増やしたら、もっときめ細かな除雪ができるのではないかなと思うん

ですが、その辺はどう思われますか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

歩道用ロータリー追加というお話ですけれども、今、我々の管理しております除雪

車はですね、歩道ロータリーだけではなく、道路専用ロータリーですとか除雪トラッ

ク、ましてはタイヤドーザーということでフル稼働してございますけれども、だんだ

ん老朽化がしてきてですね、常に毎年更新の予算をあげましてですね、１台ずつ歌登

地区・枝幸地区という形で古いのから順番に交換してますけれども、それでも、まだ、

今、間に合ってない状況なんですよね。 

そうした中で、除雪車もかなり4,000万、5,000万という大きなお金をいたします

ので、これを歩道ロータリー、また、さらに追加で買うとなりますと、相当なお金が

かかってですね、なかなかそちらの方を優先しますと、車道の方が今度おろそかにな

ってしまうですとか、そういう話にもなりますので、なかなか、その歩道優先という

ところでは、今、現状では、いい返事はできないところでございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 枝幸町交通安全基本条例、先ほど言いましたが、この中では
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ですね、町は、交通安全を確保するために安全施設を整備するなどして、良好な交通

環境を確保するように努めなければいけないというふうに言っています。 

ですから、これは老朽化的なそういうことではなくて、これやっぱり町の責務とし

てやらなければいけないっていうふうに思うんですね。 

課長、今、言ったのは、予算的な問題もあるんだっておっしゃったけども、それは

何とかするべきではないかなっていうふうに思うんですよ。 

その辺の予算的なことでこの安全が確保できないということであれば、非常に問題

があると思うんですけども、その辺はどのようにお考えなのかをちょっとお聞きしま

す。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

条例上ですね、そのように安全に努めるということは重々承知しておりますが、今

までもですね、ここ何十年と、こういう形で歩道除雪をやってまして、それで、通学

校側の方から、こちらの方を通学として使いたいので除雪の方をお願いしたいですと

か、そういうご要望もございませんことから、冬場の安全確保はできているものと私

は思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、そうすると、要するに学校側から、学校側から要望が

あればそれはできると、そういうふうな判断でよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

町長答弁にもございましたとおり、今、現状の通学となっていない路線につきまし

ては、関係者ですね、学校関係者、教育委員会とは道路管理者、町であれば我々です

けれども、道であれば北海道ということで、そういう方々が集まって、ここはやっぱ

りした方がいいねと、そういうお話になれば、そういうことでやっていくべきだと思

っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 教育委員会の方の認識はどうですか。私が言ってる路線わか

りますよね。 

あそこの旧踏切のあったところっていうのかな、あそこから国道に出る新しく開通

した路線ですね。 

あそこの部分を子どもたちが通ってるっていう、教育委員会の方は、その辺はわか

っているのかどうか、ちょっと教えてください。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいまご質問のあった件ですが、ちょっと具体的な通学

量の実態というのをですね、ちょっと私も正直100％把握しているわけではありませ

んので、実際、岬町方面からそこの道路を、実際、小学生が通ってるとすればですね、

その辺の実態をですね、まず教育委員会として把握してですね、必要であれば通学の

安全推進会議にちょっと諮ってですね、新たに通学路として認定すべきかどうか、ち

ょっとその辺は関係機関と相談していきたいと思いますので、もう少しお時間いただ
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きたいと思います。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ぜひですね、私が知っている情報によれば、話によれば、そ

こを子どもたちが通っているんだよっていうお話をいただいてますので、教育委員会

としてもしっかり確認していただいて、それで、その会議で諮ってもらって、そこを

なるべく、なるべく除雪してほしいっていうのが住民要望ですので、その辺を受け止

めていただきたいというふうに思います。 

それで、この件は、除雪の件はOKです。 

安全教育ですね。これが先ほど教育長答弁でしっかりなされているなというふうに

思っていますが、私も街頭に立ったりするんですが、子どもたちはですね走ります。

走るんですね。子どもたちは仲間同士何人かでいるとなかなか周りが見えなくて、や

っぱ走りますよね。 

その辺の教育についてですね、しっかりとお願いしたいっていうふうに思うんです

が、今、街頭に立っている大人たちですよね、その人数がちょっと減ってきていると

いう部分があるのかなというような気もするんですが、その辺の対策っていうか、そ

ういうことってのは何か考えてるでしょうか。 

町内会に依頼があって、この期間、交通安全運動やりますので、街頭立ってくださ

いっていう依頼あって、町内会でいろいろとねやってますけども、その期間を過ぎて

しまうと、いつも立っていただいている皆さん、本当にご苦労様と思いますが、いら

っしゃいますが、ちょっとその数が実際足りているのかどうか、その辺の認識をちょ

っと教えてください。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） ただいまの野口議員のご質問お答えいたします。 

今、総務課の方で交通安全の方を担当しておりますが、春・秋の交通安全期間の街

頭啓発につきましては、議員おっしゃるとおり、各自治会・町内会の皆様にご協力い

ただいて継続的に実施されていると思います。 

ただ、私の方もですね、今、担当としてですね、街頭啓発に立ちまして、今どのよ

うな状況かっていうのはちょっと把握はしておりません。 

そして、また、あとボランティアによる方で、毎日ですね、通学時の見守りをされ

てる方、確かにいるんですが、私の方ではですね、その人数を、ちょっと、今、把握

しておりませんので、少なくなったかどうかっていうのは、ちょっと私の方ではわか

っておりません。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） その辺はですね、ぜひ把握していただいて、少なくなってい

るんであれば何らかの対策が必要かとも思いますし、また町内会に対する要請なんか

もね、春の秋の交通機関だけではなく、もっと長い時間をお願いするとかそういった

ことも、もしかしたらできるのかもしれない。 

いろいろと知恵を絞って、子どもをたちの安全を守るために町としても動かなけれ

ばいけないなというふうに思いますので、その辺どうなのか、今後の、今、把握して

ないっておっしゃったけども、今後、その辺をどうするつもりなのかをちょっと教え

てもらえますか。 
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○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） まずですね、地域、枝幸町の子どもを見守っていただい

ている安全地域パトロール隊の方々の人数を把握してですね、今どのような形で取り

組まれているのか、私も、もともと歌登から通ったときには、枝幸の町の中にも、数

名の方がですね、交差点で見守られることを見ておりますし、歌登地区も同じように

見ております。 

ただ、その数とかですね団体がどういう形になっているのかというのはですね、ち

ょっと私の方で把握をしておりませんので、今後、把握して、人数のほど確認して、

対応について考えていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ぜひ、よろしくお願いしますということで、この質問を終わ

ります以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、野口洋郎議員の一般質問を終了いたしま

す。  

続きまして、１番岩谷隆行議員の一般質問をお願いいたします。１問目の質問を許

します。  

１番岩谷議員。 

（１番岩谷隆行君 登壇） 

○１番（岩谷隆行君） 通告により一般質問1問目させていただきます。 

緊急医療搬送対策について。 

枝幸町は、都市部と比べて医師や医療施設の数が少ないため、特に専門医の確保が

難しい状況であることや、高度な医療を提供できるのか不安であります。加えて交通

手段が限られた限られているため、緊急時病院に搬送するまでの時間がかかってしま

う問題があり、緊急時の対応が遅れるのが懸念されます。 

こういった現状を踏まえて質問しますが、オンライン診療や遠隔画像診断など、遠

隔医療技術を活用することで都市部の専門医の力を借りることができますが、枝幸町

国保病院ではこのような体制はありますか。また、ドクターヘリの導入があるという

ことですが、具体的にはどのような体制と所要時間どのぐらいかかるのかお聞きした

いです。 

また、地域住民に対して、応急処置や緊急時の呼び出し方など医療知識を普及させ

ることで、緊急時の対応力を高めることができると思います。 

このように都市部と比べて枝幸町は課題が多くありますが、今後も地域住民の健康

を守るため、緊急医療体制の強化が求められます。 

現状の医療体制は、枝幸町国保病院での診察後、当病院で治療できない場合、名寄

市立総合病院などの提携病院へ搬送となっているようですが、時間のロスが心配です。 

例えば、脳梗塞など緊急時には、枝幸消防署の救急救命士や国保病院の医師の判断

により、病状など搬送先になる提携病院へ説明し、提携病院へ直接搬送するなどとい

った緊急措置の動きはできないでしょうか。 

以上、質問とさせていただきます。 

町長の所見を伺います。よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 
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はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 岩谷議員のご質問にお答えします。 

枝幸町国保病院は、入院治療等を必要とする重症患者に対応する第二次救急医療機

関であり、平日はもとより、休日など診療時間外も救急患者の受け入れを行っており

ます。 

第二次救急医療機関の主な役割は、地域で発生する救急患者の初期診療と入院治療

を担い、また、その施設では対応が困難な救急患者につきましては、必要な処置を行

った後、速やかに高度な救命救急医療を担う第三次救急医療機関へ紹介することであ

ります。 

当院では、搬送が見込まれる救急患者に関しましては、画像診断や検査データによ

るトリアージ、これは程度による振り分けについて名寄市立総合病院などと協力体制

を取っており、また、対応する医師も連絡を取りながら患者への対応を行っておりま

す。 

次に、ドクターヘリにつきましては、要請判断基準に基づき、119番通報を受けた

消防機関、又は現場に出動した救急隊が、脈拍や呼吸の状況、外傷や疾病などにより

傷病者の重症が疑われ、かつ、早期治療を要する症例と判断した場合に要請しており

ます。 

仮に、ドクターヘリを要請した場合、天候の状況等にもよりますが、旭川市を離陸

してから早ければ１時間もかからないで到着到着するとのことであります。 

なお、要請した段階で、傷病者の状況を踏まえて、安定化治療のために、ドクター

ヘリの到着まで最寄りの救急医療機関に搬送することは救急隊の判断で行いますが、

到着してから、ドクターヘリでの搬送をするか、しないか、また、どの医療機関に搬

送するかの判断は、あくまでもドクターヘリの医師が行うものであります。 

したがいまして、枝幸町内の119番通報に係る救急患者搬送の初動は、南宗谷消防

組合枝幸消防署による対応が基本であり、その後の状況によって、最寄りの医療機関

となる当院が受け入れることになります。 

受け入れた後は、救命のために患者の容体に応じて必要な処置や検査を行い、専門

的な治療が必要だと医師が判断した場合には、名寄市市立総合病院などの第三次救急

医療機関へ転院搬送しますので、時間を要するケースが生じることにご理解をお願い

いたします。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 私、国保病院を批判してるわけじゃなくて、緊急時に対応で

きない場合のことをちょっと質問してるんで、それは誤解しないでください。 

私の妻もね札幌出身で、１回夜中に救急車で運ばれて、原因があって国保病院に対

応した時は大変助かりました。 

そういう意味では、本当に枝幸で処理できる、枝幸町内で全て解決できることには

全然問題ないです。 

ただし、今、最後に私言いましたけど、病状などをね判断して、救急救命士と、た

だ、ここの医師が判断して、ここは、枝幸国保に行く前にもう市立病院行ってくださ
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いとか、例えば旭川医大に行ってくださいとか、そういう判断で、緊急時にも救急車

を直接その病院に運ぶことができないのかというのが私の知りたいことなんすよね。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） 岩谷議員のただいまのご質問にお答えいただきたい

と思います。 

今の救急車はですね、119番を受けてですね、どちらに搬送するかというと、ちょ

っと消防機関の判断になると思います。 

私の方で答えるのなかなか難しいと思いますが、直接運ぶと、当院の医師が関与し

ないまま運ぶのは、ちょっと難しいのかなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 三つのシミュレーションをちょっとお答えしてもらいたいん

ですけども。 

まず脳梗塞で倒れたとします。脳梗塞には４時間以内、ネットで調べたら４時間半

とありますが、まず４時間にしましょう。４時間以内に血栓浄化の治療ができれば、

ほぼ助かるんですよね。 

４時間以内の治療で、例えば枝幸町内で脳梗塞で倒れました。30分間わかりません。

30分後に病院へ電話しました。ね。そっからの行動で、朝７時と昼の12時と夜中の

12時にどういう対応できるか説明してください。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまの岩谷議員のご質問にお答えします。 

当院に運んだ後の話っていう対応のってことでよろしいでしょうか。はい。 

時間帯で違うかどうか、まず時間外であっても当直の医師がおりますので、搬入さ

れた患者さんを診てですね、必要な検査を行いまして、検査によっては必要な処置を

した後にですね、名寄市立病院とかそういうところに転院搬送することになります。 

それが、日中でも医師がおりますので、基本的に同じ対応になるかと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 私言ってるのは、朝早い７時と、医師が準備できる12時と、

夜中の12時、このスリーパターンで４時間以内にその血栓の治療が、血栓浄化の治療

ができるかどうかということをシミュレーションで答えを聞いているので、できない

ってことですね。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。 

時間外、時間内、あの医師がそういう検査をして、そういう例えば血栓溶解剤とか

ですね、やるっていう判断は、医師の判断でできるかと思います。 

病院に搬入されてすぐ検査を行いますので、それは当直医師も、日中だと医師もお

りますので、その辺は対応可能かなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 枝幸町でできれば全然問題ないですよ。できないでしょう。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 
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○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。 

以前もですね、そういうような患者さんがいたときにはですね、MRIとかで検査し

た中で、必要なそういう血栓を溶かす薬とか投与しながら名寄に搬送したこともあっ

て、その方も助かってるっていう事実、事例もあります。 

ですから、できないってことではないと思います。以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 今の事例は、４時間以内に間に合ったってことですか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。 

私が聞いてる中ではですね、4時間以内に搬送できてると思います。以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） しつこくて、すいません。 

なぜこういう質問、私も実は脳梗塞になってるんです。異国の上海でなったんです

よね。 

そのとき道産子の会という会があって、みんなで楽しく飲んで、夜中の12時ぐらい

に携帯が持てないぐらいの状況になって、これは間違いなくあたったなと思ってです

ね、右側あたってこっちになったんすけども、すぐ日本人向けのサービス会社に電話

したんですよ。 

まず指定病院を指名されて、この病院行ってください、救急車を呼びますと言った

んですけども、もう救急車待ちきれなくてタクシーで行ったんですよ。ね。 

タクシーで行って、すぐ向こうに通訳の中国人のスタッフがいて、すぐ対応してく

れて、CTを受けて血栓浄化の点滴を受けたのがその３時間ですよ。 

私、今、もうゴルフをやるし剣道もできますし、治ったわけですね。 

もう一つの事例として、先月、私の同級生がある車の大きな会社含めてですね、65

歳まで役員なんで残ったんすけども、脳梗塞で同じく倒れたんです。 

やっぱり旭川ですから、医療機関がしっかりとしてるから、すぐ救急車で治療を受

けて血栓浄化受けて、３日後に退院して１週間後に仕事復帰です。 

あと、もう一つですね、うちの社員なんですけど、これは脳梗塞じゃないですけど

ね。腰を痛めてですね乗組員が。枝幸の病院行ったり、痛止めもらって、とりあえず

様子を見ましょうと。でも、やっぱり痛いんで名寄市立病院に行きますって言ったら、

名寄市市民、すいません、名寄市立総合病院でも、その整形外科の先生が週に何回し

かいないと、３日間待ってくださいと言われたんすよね。 

私も、今、こんな話しますが、元アスリートなんで、腰にちょっと病気があって札

幌のある病院で治療を受けて治ってるけども、もう我慢できなくて本人を説得して札

幌に行かして治療を受けたんです。 

次の日に診察を受け、次の日に手術を受けて、３日後に退院で１週間後に仕事復帰 

○議長（小原 仁君） 岩谷議員、あの、事例紹介はね、よろしいですから。 

○１番（岩谷隆行君） いや、この事例紹介をするうえで、こういうふうに助かるい

うことがあるわけなんですよね。 

○議長（小原 仁君） だから、今、病院事務局長が、枝幸でも４時間以内の治療が

できますよという答弁しましたよね。 

○１番（岩谷隆行君） 助かるってことは、枝幸が助からないっていうのが、ほぼ助
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からない可能性があるってことですかね。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまの岩谷議員のご質問にお答えします。 

まず、当院に搬入・搬送された患者、いろんな患者さんがいると思いますけども、

その中で脳梗塞であったり心臓であったりいろいろあると思いますが、その病状に応

じてですね、必要な処置、必要な検査をした中で、結果的には、もしかしたらそうい

う駄目な結果になる方もいるかもしれないですけども、基本的には医師長が全力を尽

くしてですね、救命することにしておりますので、その辺はご理解いただければと思

います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） この一番最後の脳梗塞で倒れたときの提携病院に直接通搬送

というのができないってことですかね。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

119番通報があって、現場に救急救命士が行った中でですね、判断した中で、一般

的には最寄りの病院に運ぶんですけども、それを判断してドクターヘリ呼ぶっていう

場合もありますので、消防で判断することだと思うんですけども、大抵、どちらかに

なるのかなと思います。以上です。 

ですから、直接救急車がですね、例えば名寄ですとか、救急車で運ぶということは

ないのかなと思われますが。 

はい、以上です。 

○議長（小原 仁君） ちょっと待ってください。 

要するに、その現場の救急救命士の判断で、そのところは判断して、どこに運ぶか

っていうことを、そこで決定するということですね。 

できるとかできないとかいうところですね。そういうことです。はい。 

はい。１番岩山議員。 

○１番（岩谷隆行君） ぜひですね、現状そのときの患者さんの状況を診て、適切な

判断をお願いしたいと思います。 

以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） それでは、１番岩谷議員の１問目の質問を終わります。 

岩谷議員、２問目ありますけども、ちょっと時間がだいぶ経ちますので、15時25分

まで休憩したいと思います。その後、２問目の質問をお願いいたします。 

休憩 午後３時１２分 

再開 午後３時２５分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

一般質問を続けます。それでは１番岩谷議員の２番目の質問を許します。 

はい、１番岩谷議員。 

（１番岩谷隆行君 登壇） 

○１番（岩谷隆行君） ２問目の質問します。 

枝幸の子供たちにオリンピック種目になっているスポーツの奨励について。 

オリンピック種目になっているスキー、スノーボード括弧各競技及びフリースタイ
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ル、スケートボードなど奨励するスポーツはたくさんあります。 

オリンピックという世界で活躍する夢を子どもたちに与え、目標に向かって努力こ

との大切さを教え、自信や達成感を味わせ、それにより将来の選択肢を広げ、夢を実

現するための第一歩になります。 

スキーやスケートボードは体力向上に役立ち、技に挑戦することで精神力や忍耐力

を養います。 

さらに、枝幸町の自然と触れ合ういうことで心身ともリフレッシュできます。また、

スポーツ施設やの、スポーツ施設の整備やイベント開催などにより、地域経済の活性

化につながり、スポーツを通して近隣地域住民との交流が促進でき、このことによっ

て地域の魅力を発信し、観光客誘致にも役立ちます。 

これらのスポーツは、子どもにとって豊かな人生を送るための貴重な経験となり、

オリンピック種目などで世界観が広がり、スポーツ文化の発展が期待されます。 

スキー、スノーボードに関しては、三笠山スキーにおいて各種検定など行われてい

ますが、年に１回開催される古川杯などの競技大会は、残念ながらコースの設定上、

公認大会にはならないようです。 

ただ、スノーボードは、フリースタイルの施設を造ることで、公認大会開催の可能

性ができるのではないでしょうか。また、スケートボードに関しては、廃校や使われ

ていない施設などを利用してスケートパークなどを造ることはできませんか。 

せっかくこのような自然と環境がある活かせ、環境があるのを活かせてないと思い

ます。 

枝幸町の自然や環境を活かしたスポーツを子どもたちに体験させながら、夢を与え

るようなスポーツ施設を整備すべきだと思います。 

以上質問させていただきます。教育長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 岩谷議員のご質問にお答えします。 

スノーボードがオリンピック種目の正式種目となったのが、1998年長野オリンピッ

クが始まりで、このときに行われたのが、ハーフパイプ、パラレル大回転の２種目で

ありました。 

2022年北京オリンピックでは、フリースタイル種目として、ハーフパイプ、ビッグ

エアー、スロープスタイルの３種目、アルペン種目はパラレル大回転、スノーボード

クロスの２種目が行われております。フリースタイル種目は、エアーの高さ、技の難

易度などを競う競技であり、アルペン種目は、決められたコースを滑走し、タイムを

競う競技であります。 

当町の三笠山スキー場は、スノーボードも滑走可能なゲレンデとして、初心者から

上級者まで楽しめるコースとなっており、敷地内の一部にはジャンプコースも造成し

ており、利用者自らが管理を行いながら、フリースタイル種目の練習用として利用さ

れております。 

議員ご提案のフリースタイル種目などを行う施設の整備でありますが、ハーフパイ

プやジャンプ台、レールなどの多数の構造物が設置されたスノーパークエリアをゲレ

ンデ内に造成するためには、敷地の確保、エリア内の安全対策、管理体制など様々な
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課題もあることから、現時点では新たに整備する予定はありません。 

次にスケートボードですが、2021年東京オリンピックから正式種目となっており、

階段、手すり、縁石などの構造物を設置し、街中を思わせるコースで様々な技を競う

ストリートと、窪地状に地面を大きくくり抜いたような曲面などで構成されたコース

で、スピードやトリックなどを競うパークの２種目が行われております。 

当町ではスケートボードができる施設や公園がなく、令和５年度から、利用者ニー

ズの把握と事故防止等を目的に屋外体育施設の公式テニスコートの一部を試行的に開

放しておりますが、利用実績としては、令和５年度は延べ10名、令和６年度は利用が

ありませんでした。 

同じくスケートパークなどの整備についても、町内でのスケートボードの競技人口

と、試行的に開放している施設の利用が少ないことなどから、現時点ではスポーツ施

設として新たに整備する予定はありませんが、試行的な施設の一部開放は、令和７年

度もを行う予定であります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） まず三笠山スキー場なんすけども、ハーフパイプはもう無理

だと思います。私もわかってます。 

その代わり、その他のトリックなども、やっぱり正式コースのようなジャンプ台と

かですね、そういうのを造れないですかね。 

要は、子どもたちが一生懸命自分で造ってるジャンプ台ですけど、あれを公式な基

準に則ったジャンプ台を大人の方で造れませんか。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 岩谷議員の質問にお答えいたします。 

今ですね、三笠山の一部で、先ほど教育長の答弁にもありましたけれども、子ども

たちが造ってですね、管理しながらジャンプしたりしているところがございます。 

それで、例えばで言いますと、名寄のピアシリスキー場とかであれば、レールがあ

ったり、工作、構築物を置いてですねジャンプしたりいろいろやって、公式の大会、

日本スノーボード協会の大会とかも、そこで予選だとかもやられてるようなんですけ

れども。 

やはり、それだけの敷地を三笠山のスキー場の中で造るのは、ちょっと今のところ

は難しいかなっていうのが現状であります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） わかりました。現状難しい。 

できる限り、さっき言ったジャンプ台の設備など公式なジャンプ台の設備はできな

いかという質問です。公式基準に則ったジャンプですね。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 岩谷委員の質問にお答えいたします。 

公式なジャンプ台ということで造るのであれば、やっぱり、今のコース内に造らな

きゃいけないだろうというふうに思うんです。 

もしくは、そのようなコースを造るとなると、ただ、そうなると、そこの管理をで
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すね、管理を行うための人材だとかですね、その辺を管理、管理体制もございますし、

また、あと技術、ジャンプ台の正確な技術的なものですね、そういう、ちょっと今、

人材もおりませんので、現段階では難しいかなと思ってます。 

また、本格的にですね、スポーツとして、ジャンプとかをもっと楽しもうとか、競

技人口が増えたりですね、あと愛好者の団体など、スノーボード協会とか、そういう

ものからの要請だとかがあった場合に、そのような部分が考えられていくのかなと思

うんですけれども、現段階の施設の中では、ちょっと難しいかなっていうのが、と思

われておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） スノーボードを置いといて、次、スケートボード行きます。 

枝幸に公園、使われてない公園とか、そういうのをたくさんございますよね。そう

いうとこにスケートパークを造ることはできませんか。 

さっき、教育長がそういう場所がないとおっしゃってたんすけど、廃校とかもある

と思いますので、そういうところは実現できませんか。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 岩谷議員の質問にお答えします。 

スケートボードのパーク的なとこなんですけれども、公園とかで実際やってる近隣

では、名寄ですとか紋別市とかの公園にそういうパーク的なものを設置してやってい

るところがございます。 

それで、先ほど教育長の答弁にもございましたけれども、枝幸の中で、やはりその

ようなスケートボードをやりたいっていうような話もございまして、令和５年度に硬

式テニスコートのところを一部試行的に開放してですね、使っていただいた経過がご

ざいます。 

それで令和５年度は、それなりに10名程度使用があったんですけれども、令和６年

度はない状況でした。 

それで令和７年度についても、とりあえずですねこれについてはスケートボードを

やる場所がないので、その場所については開放していこうかなと考えております。 

○議長（小原 仁君） はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） ちょっとスケートボードをやってる愛好会から、愛好家から、

実はやるとこがないので、そういうのをどうにかならないかという質問だあったんで

これ言ってるんすけども、町としては、そういう設備を造っても誰も利用者がないと

いう判断なんですね。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 岩谷議員の質問にお答えします。 

今回ですね、試行的に使わしていたのはテニスコートなもんですから、そこにジャ

ンプ台だとか、それこそ手すりだとか、工作物を置いてやってるわけでなくてですね、

本当に、ただ滑るだけっていうような、滑ってもらうっていうような、そういうとこ

だったもんですから、とりあえずですね、スケートボードができる環境ということで、

そこを用意させていただいた状況であります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 利用者が少ないという理由がわかりました。要はですね、オ
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リンピック種目になってるスポーツを夢を与えるのは大人の仕事で、子どもたちに夢

を与える。 

この古川年正杯スキースラローム大会ってありますよね。古川年正さんというのは、

枝幸から生まれたオリンピック選手なんですよ。ね。 

そういう子どもたちをね育てていくってのが、やっぱり大人の義務だと思うんです

よね。ですから、簡易的なものやっても、それが、どこ行っても通用しなかったら誰

も利用者がいないと思うんですよ。 

ぜひ検討して、そういうスケートパーク又は三笠山でこの種目だったらできるよっ

ていうトリックというのを、ちょっと、ぜひ考えてほしいと思います。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 今、岩谷議員さんの方から、子どもたちに夢を与えるオリ

ンピック種目の一つとして、そのボートとスケートボードっていうお話がありました

が、私もちょっとオリンピック、こういう競技を見ている中で、やっぱり本格的なそ

ういう施設を造って、特にスノーボードがジャンプ台というところで、やっぱりジャ

ンプで空中を高く飛ぶようなイメージですよね。 

あと、スケートボードパークについても、やはり傾斜とか、あとちょっとしたジャ

ンプとか、やはり私が見る限り、危険、かなり危険を伴う競技だなというイメージが

あります。 

一応、それをやっぱ子どもたちに開放していろいろ経験を積ませてあげたいという

気持ちはわかるんですが、やっぱりあまり慣れてない子どもがですね興味本位でそう

いうコースで遊んでるときに、やっぱり大怪我とか、場合によっては頭を強打して命

に関わることがあっては、そういうことは絶対あってはなりませんので、やっぱりそ

の安全面をいかに確保するかっていうのが一番私達は重要だなと思ってます。 

ですから、こういう団体種目のですね、愛好会とか協会とかですね、そういう団体

が町内にできて、そしてやはり専門的な知識、あと子どもたちを指導できる指導者が

ですねやっぱりいることが、やっぱり私こういう町でこういう公共施設、こういう施

設を造るうえでの大前提だと私は思っております。 

ただですね、今の子どもたちに、少しでも、やっぱりオリンピックに種目となって

いる競技をいろいろ経験させて夢を持たせてあげたいという気持ちは私も同感ですの

で、実は令和４年の12月にですね、枝幸町と北海道オールオオリンピアズっていう団

体とですね包括連携協定を結んでおります。 

道内ゆかりのですね元オリンピック選手、いろんな種目の方がですね、そのメンバ

ーになってですね、自治体と協定してですね、子どもたちへのスポーツの指導とかで

すね、健全育成なんかをお手伝いしましょうというところですので、いろんな種目、

実際、バレーボールのオリンピック選手がですね、去年、去年ですね、この協定によ

って枝幸に来てですね、バレーをやってる子どもたちを指導したという経緯もござい

ますので、こういう協定を、今後ちょっと、できるだけ有効に活用しながら、子ども

たちにオリンピック種目のスポーツの経験を少しでもできるようにですね、ちょっと

その辺は、今後も、うちとしてもいろいろ検討していきたいと思ってますので、ご理

解いただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、１番岩谷議員。 
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○１番（岩谷隆行君） 人口減で、もう団体スポーツがちょっと無理なとこあります

よね、だから私は思ってますが、こういう個人種目ですか、こういうことで、子ども

たちの実力を上げてできるスポーツじゃないかなとは思ったんですけどね、そういう

意味で言ったわけです。このスケートボードと。 

ぜひね、可能であれば、そんな１億や10億出せって言ってるわけじゃないですよね。

多分、せいぜいやっても1,000万ぐらいで済むような、何百万か1,000万で済むよう

なことだと思うんだけども。 

もし可能であれば、小さい、小さい施設でもね、ぜひ造って。子どもにかけたお金

っていうのは赤字とか黒字関係ないですよね、だから利用者なかったのはしょうがな

いすけど、必ず利用者はいると思います。造ってみたら。 

正式なコースをね、ぜひ検討してください。 

終わります。 

○議長（小原 仁君） 答弁ありませんか。いいですか。答弁いいですか。はい。 

はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 岩谷議員のおっしゃることは私もよく理解してますので、

ちょっとした正式な施設でもなくてもですね、ちょっと体験できるような、ミニサイ

ズのそういうものがもし可能であればですね、その辺も含めて、ちょっと、今後、検

討・研究ですね、させていただきます。 

ちょっと、いつまでやるっていうのは今の中では言えませんけども、ちょっと検討

させていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、岩谷議員の一般質問を終わります。 

 

◎日程第７ 陳情第１号 ～ 日程第８ 陳情第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 陳情第１号 政府機関紙の庁舎内勧誘行為におけ

る庁舎管理規則の徹底を求める要望書。日程第８ 陳情第２号 日本国憲法の尊重・

擁護に関する要請についてを議題といたします。 

これらの陳情は、議長宛に送付のあった陳情書であります。内容は、お手元に配付

いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取り扱いについては、３月３日開催の議会運営委員会で協議された結果、

全議員に資料配付として処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第１号及び陳情第２号については、全議員に資料配付といたしま

す。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第９ 発議第１号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 発議第１号 枝幸町議会ハラスメント防止条例に

ついてを議題といたします。 

本件につきましては、議会運営委員会においてその取り扱いを協議し、枝幸町議会

会議規則第 14 条第３項の規定に基づき、議会運営委員会からの発議で提案すること
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が決定され、議長宛てに申し出があったところであります。 

提出者であります議会運営委員会の村上守義委員長より、登壇の上、提案理由の説

明を求めます。 

はい、村上議会運営委員長。 

（議会運営委員会委員長村上守義君 登壇） 

○議会運営委員会委員長（村上守義君） 別添の議会議案の１ページをご覧ください。 

発議第１号 枝幸町議会ハラスメント条例について。 

枝幸町議会ハラスメント防止条例を次のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町議会運営委員会委員長村上守義。 

それでは、提案理由について、ご説明いたします。 

令和元年に、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律等の一部を改正する

法律が成立したことにより、改正後の労働政策総合推進法において、事業主に対して、

職場におけるパワーハラスメント防止対策が義務付けられています。 

また、男女雇用機会均等法や育児介護休業法において、セクシャルハラスメント、

妊娠、出産、育児休業等に関するハラスメントに係る規定の一部が改正され、令和２

年６月１日から施行されており、職場のハラスメント防止措置に加え、相談したこと

などを理由とする不利益な取り扱いの禁止、国や事業主労働者の責務の明確化など、

防止対策の強化が図られています。 

このような背景から、令和３年６月 16 日に改正された政治分野における男女共同

参画の推進に関する法律の規定により、性的な言動等に起因する問題への対応として、

問題発生の防止、問題発生防止に資する研修会の実施、問題に係る相談体制の整備な

ど、これら必要な政策を講じるものとされており、地方議会においても、ハラスメン

ト防止に向けた対策を講じる必要性が生じていることから、当議会としても、これら

の動向と併せて、また来年４月の改選期に向け、若手や女性が議員に立候補しやすい

環境を整備するため、また、職員、町職員との関係を良好に維持するため、本条例の

制定を提案するものであります。 

それでは、本条例の内容についてご説明いたします。 

第１条、目的といたしましては、議会内における議員間の、議員間のハラスメント

の防止及び議員の地位を利用した町職員に対するハラスメントの防止を講じ、全ての

議員および職員が個人としての尊厳を尊重されることで、良好な職場環境の確保によ

り、町政の効率的運用を寄与することを目的としています。 

第２条は、ハラスメントの定義について。 

１ページ下段から２ページ上段にかけての第３条は、議員の責務として、ハラスメ

ントをしてはならない旨の規定。 

第４条は、議員全員を対象としたハラスメント防止を図るための研修等の実施の規

定。 

第５条は、事実関係の把握等として、ハラスメントに関する苦情の申し出があった

場合の事実関係の調査及び確認、並びに解決策を協議するための審査委員会設置の規

定。 

第６条は、議長が行うハラスメントがあると疑われる議員に対する必要な処置の規

定。 

第７条は、議長の職務代行の規定。 
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第８条は、注意義務として、ハラスメントに関して、職務上知り得た情報を漏らし

てはならない旨の規定。 

第９条は、継続的検討の規定。第 10 条は、委任規定であります。 

附則といたしまして、この条例は、令和７年４月１日から施行するものといたしま

す。 

以上、大変雑駁ではありましたが、発議第１号の提案理由の説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議のうえ、ご検討、ご決定を賜りますようお願い申しあげます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討

論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、発議第１号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１号 枝幸町議会ハラスメント防止条例については、原案のと

おり可決されました。 

 

◎日程第１０ 同意第１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 同意第１号 枝幸町教育委員会委員の任命につ

いてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 議案１ページをお開きいただきたいと思います。 

同意第１号 枝幸町教育委員会委員の任命について、提案の内容をご説明させてい

ただきます。 

令和７年５月８日をもって任期満了となります次の方を、引き続き枝幸町教育委員

会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の

規定により、議会の同意を求めるものであります。 

これから申し上げます方の経歴等につきましては、議案関係参考資料の１ページに

記載しておりますので、ご参照願います。 

では、枝幸町教育委員会委員として任命申し上げます方は、村山純子氏でございま

す。住所及び生年月日は、議案記載のとおりでございます。 

村山氏は、枝幸町子育てサポート拠点施設にじの森の開設当初から施設運営の中心

的役割を担っておられ、地域の子育て支援に関する豊富な知見をお持ちであります。 

また、平成 30 年４月から教育委員として７年の実績があり、学校教育のあり方に
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ついて貴重なご提言をいただくため、引き続き任命をお願いするものでございます。 

以上、教育委員会委員として適任者と確信しておりますので、ぜひともご同意くだ

さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、会議規則等運用例規程第 50 条の規定により討論を省略

したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、同意第１号について採決いたします。 

採決の方法は、人事案件でありますので、議会運営委員会において協議された結果、

挙手により採決したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、採決方法は、挙手により採決することに決定されました。 

お諮りいたします。同意第１号について、原案のとおり同意することに賛成の方は

挙手を願います。 

（挙手） 

○議長（小原 仁君） 挙手多数（10 名全員）と認めます。 

したがって、同意第１号 枝幸町教育委員会委員の任命については、原案のとおり、

村山純子氏を同意することに決定されました。 

 

◎日程第１１ 議案第４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 議案第４号 枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。  

提案理由の説明を求めます。  

 総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書２ページでございます。 

議案第４号 枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて。 

枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関する条例条例の一部を改正する条例を次のとお

り制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

育児休業、介護休業等、育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正

を踏まえ、国と同様に、時間外勤務の制限を受けることができる職員の範囲の拡大と、
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介護離職防止のための仕事と介護の両立支援制度に関する措置を講ずるための一部改

正でございます。 

改正条例案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。別冊、議案関係参考資料２ページの方をお開き願います。 

第 10 条、育児又は介護を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限、第２項中、

時間外勤務の免除の対象範囲を、現行、３歳に満たない子を、小学校就学の始期に達

するまでの子に拡大するものでございます。また、第４項では、読み替え規定であり、

第２項に伴い改めるものでございます。 

次に３ページ上段、第 17 条、介護休暇、第１項中、職員の要介護者のた、すいま

せん、職員の要介護者の対象を配偶者等の文言に略称するものです。 

次に、３ページ下段から４ページの第 18 条の２及び第 18 条の３は、介護両立支援

制度に係る条項を新たに加えるものでございます。 

第 18 条の２、配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員に対する意向の確認

等では、介護両立支援制度等の周知、申し出や職員の意向の確認などに対応する旨の

規定でございます。 

４ページ中段、第 18 条の３、勤務環境の整備に関する措置では、介護両立支援制

度等の利用に関し、各号に定める勤務環境の整備などに対応する旨の規定でございま

す。 

最後に、４ページ下段、附則として、第１項、施行期日は、令和７年４月１日から

とします。 

ただし、時効の経過措置の規定については、公布の日から施行するとしています。 

なお、第２項、経過措置では、第 10 条第２項の改正、この対象年齢の範囲の拡大

となる部分については、規則の定めるところにより、施行期日前においてもその請求

が行うことができる旨定めるものです。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第４号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号 枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例については、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１２ 議案第５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第５号 枝幸町職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書４ページでございます。 

議案第５号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本件条例改正案につきましても、主に人事院勧告に関連するものであり、単身赴任

手当の支給要件の拡大、通勤手当の支給限度額の引き上げなどについての一部改正で

ございます。また、勤務１時間当たりの給与の算出については、本条例改正と同様に、

附則にて、枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費

用弁償に関する条例についても併せて一部改正するものであります。 

改正条例案の内容につきましては、別冊の議案参考、議案関係参考資料によりご説

明申し上げます。別冊議案関係参考資料５ページをお開き願います。 

はじめに、枝幸町職員の給与に関する条例についての改正です。 

第 11 条の２、住居手当、第１項第３号では、単身赴任に伴う配偶者が居住するた

めの住宅手当について、配偶者の要件を拡大しているものです。 

次に、５ページ中段から７ページの上段、第 12 条、通勤手当、第１項第１号は、

有料の道路の文言を本条に適用するために改めるものでございます。 

第２項第１号の現行ただし書と第３号の１ヶ月当たりの支給限度額についてを削除

し、同条第３項に改めて、支給限度額を新たに加えるものです。内容につきましては、

現行月額５万 5,000 円から 15 万円に改めるものでございます。また、この第３項を

加えたところにより現行の第３項以降の項を一つずつ繰り下げております。 

次に、７ページ中段、第 18 条、勤務１時間当たり給与の算出では、再任用職員、

任期付職員など、短時間勤務の職員に係る勤務１時間当たりの給与額の算出基礎を改

めるものです。 

７ページ下段から８ページ、附則として、附則第１項、施行期日は、令和７年４月

１日からとします。 

附則第２項、枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及

び費用弁償に関する条例の一部改正については、別冊の９ページをご覧願います。 

第 10 条、勤務１時間当たりの報酬額の算出、第１号において、先ほどの職員の給

与条例第 18 条と同様に、勤務１時間当たりの給与額の算出基礎を改めるものでござ

います。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第５号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第６号 枝幸町職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書６ページでございます。 

議案第６号、枝幸職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本条例改正案につきましても、議案第４号、枝幸町職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例と同様に、育児休業、介護休業等、育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関

する法律の一部改正を踏まえ、仕事と介護の両立支援制度に関する措置を講ずるため、

非常勤職員の部分休業についての一部改正でございます。 

改正条例の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認

いただく場合は、別冊の議案関係参考資料 10 ページをご参照願います。 

改めて議案書６ページ、一部改正する条文は第 21 条、部分休業の承認、第３項中、

育児休業、介護休業法の改正に伴い、公務員に関する特例についての引用条項が、引

用条項のずれが生じたため、第 61 条の２第 20 項に改めるものです。 

附則として、令和７年４月１日から施行とします。以上、１日から施行とします。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

これから討論を行います。討論はありませんか。 



- 65 - 

 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第６号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号 枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例については、原案のとおり可決されました。  

 

◎日程第１４ 議案第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第７号 枝幸町行政手続きにおける特定個

人の識別をするための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個

人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書７ページでございます。 

議案第７号 枝幸町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を

改正する条例について。 

枝幸町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

を次のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本条例改正につきましては、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律、マイナンバー法の一部改正を踏まえ、本条例の定義に係る引

用条項を改めるものでございます。 

改正条例の内容は、議案本文について説明申し上げますので、該当条文の全文をご

確認いただく場合は、別冊の議案関係参考資料 11 ページをご参照願います。 

改めて議案書７ページ、第２条、定義に係るマイナンバー法の引用条項のずれを各

号でそれぞれ改めます。第２号中、法第２条第８項を同条第９項に、第３号中、法第

２条第 12 項を同条第 13 項に、第４号中、法第２条第 14 項を同条第 15 項に改める

ものです。 

附則として、令和７年４月１日から施行とします。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第７号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７号 枝幸町行政手続きにおける特定個人の識別をするための

番号利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条

例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。  

 

◎日程第１５ 議案第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 15 議案第８号 枝幸町犯罪被害者等支援条例につ

いてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書８ページでございます。 

議案第８号 枝幸町犯罪被害者等支援条例について。 

枝幸町犯罪被害者等支援条例を次のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出、枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

犯罪被害者等の支援について基本理念を定め、町、町民、事業者等の役割を明らか

にするとともに、支援の基本的な事項を定め、施策を総合的に推進することにより、

犯罪被害者やそのご家族等の権利の保護と被害の軽減及び回復を図り、もって、安全

で安心して暮らせることができる地域社会の実現に寄与することを目的として制定す

るものであります。 

説明にあたっては、制定条文の読み上げは省略させていただき、各条項の要点のみ

の説明とさせていただくことをご了承願います。 

第１条、目的については、犯罪被害者基本法に基づき、先ほど申し上げました概要

と同内容でありますので割愛させていただきます。 

第２条、定義では、本条例における用語の意義を定めています。なお、第２号犯罪

行為、第３号傷病、及び第４号犯罪被害については、第８条、見舞金の支給に関する

ものでございます。 

次に、９ページ上段の第３条、基本理念、第１項から第４項では、犯罪被害者本人

やご家族の権利の保障とその支援や対応について配慮しなければならないことを定め

ています。 

次に、その下、第４条、町の責務、第１項、第２項では、基本理念にのっとり、関

係機関の国、北海道、警察署、民間支援団体などとの役割分担と連携により、支援施

策を実施していくと定めています。 
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また、その下、第５条、町民等の責務、第６条、事業者の責務では、犯罪被害者等

の状況や支援の必要性についての理解と施策の協力に努めること、また、事業者にお

いては、就労、勤務条件などに配慮する旨を定めております。 

次に、９ページ下段の第７条から 10 ページ下段の第 14 条までは、被害者等の総合

的な支援施策となります。 

９ページに戻りまして、下段、第７条、相談及び情報の提供等、第１項から第３項

では、町での相談窓口の設置と、日常生活などの各般の問題について、関係機関との

連絡調整を行うなど、相談、情報提供の窓口に係る支援を定めています。 

次に 10 ページ、第８条、見舞金の支給では、災害被害を受けた被害者本人又は遺

族に対して遺族見舞金 50 万円、傷病見舞金 10 万円を支給する旨を定めています。失

礼しました、遺族見舞金を 30 万円、傷病見舞金を 10 万円を支給する旨を定めていま

す。 

なお、見舞金の支給にあたり、申請、決定、支給対象や制限などの詳細については、

別途、施行規則にて定めております。 

次に、その下、第９条、日常生活の支援、第 10 条、安全の確保、第 11 条、居住の

安定、第 12 条、雇用の安定では、犯罪被害者等が円滑な日常生活を営むことができ

るよう、二次的被害の防止と、町営住宅の入居の配慮、雇用事業主の理解などについ

て定めています。 

その下、第 13 条、町民等及び事業者の理解の増進、第 14 条、人材の育成では、町

民、事業者等への啓発活動と町の相談窓口の人材育成など、住民等の理解の増進と支

援体制の向上についてを定めております。 

また、第 15 条、意見等の反映では、町が支援施策を実施するにあたり、犯罪被害

者等からの意見や要望を把握し、これら支援施策に反映することを定めています。 

次に、第 16 条、犯罪被害者等の支援を行わないことができる場合では、支援の制

限については、社会通念上適切でない場合と定めております。 

第 17 条、委任では、先ほど説明いたしましたが、第８条、見舞金の支給の詳細に

ついて施行規則を定め運用していきます。 

最後に、第 11 項、附則では、すいません、最後 11 ページ、附則です。第１項、施

行期日は、令和７年４月１日からとします。第２項、適用区分では、第８条見舞金の

支給について、施行日、施行日以後のものについて適用することとしています。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ちょっと何点かお聞きます。 

まずですね、９ページの町民等の責務っていうのと、第６条の事業者の責務ってい

うのがありますが、これですね、町民等は基本理念にのっとりっていうのと、それと、

事業者を基本理念にのっとりっていうふうに書かれていますが、この基本理念を、町

民だとか事業者が理解するための周知とかそういったものがなされているのかという

のを聞きたい。 

というのは、これ４月１日から施行するということになってますけど、全くわから
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ないままでこの基本理念と言われてもっていうような気がするので、その辺はどうい

うふうに考えてるのか、ちょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 野口議員の質疑にお答えいたします。 

これについては、町の職員が行うというよりは、道の方で、そういうそう弁護士会

の窓口を持っております。 

そこに情報をつなぐとかですね、相談された場合、その情報提供を行う又は相談の

窓口となるということで考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） そうすると、３項の窓口をっていう部分ありますね、犯罪被

害者等の支援を所管する部署に設置するっていうふうになってます。これは、どうい

うふうになりますか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 窓口の部署につきましては、町であれば、総務課の交通

防災係となります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。はい、それでは質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第８号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８号 枝幸町犯罪被害者等支援条例については、原案のとおり

可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 議案第９号 枝幸町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事岡部智富美君 登壇） 

○町民課参事（岡部智富美君） 議案書の 12 ページをお開きください。 

議案第９号 枝幸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例について。 

枝幸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例を次のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 
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提案理由のご説明を申し上げます。 

家庭的保育事業等の運営要件といたしまして、栄養士の配置が求められておりまし

たが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整

備に関する法律により栄養士法が改正され、これまで栄養士免許を有したものでなけ

れば管理栄養士国家試験を受けることができませんでしたが、管理栄養士養成施設を

卒業した者が受ける場合は、栄養士免許を有しなくてもよいとされたことにより、栄

養士免許を有さない管理栄養士を配置した場合でも基準を満たすことができるとした

栄養士の要件の拡大であります。 

一部改正の内容ですが、議案書本文により説明させていただきます。 

改めて議案書の 12 ページをお開きください。 

条例第 16 条第１項２号中、栄養士の次に、又は管理栄養士を加えるものでござい

ます。詳細につきましては、別紙、議案参考資料の 12 ページをご確認ください。 

附則でございますが、この条例は、令和７年４月１日から施行するとしております。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第９号の提案理由及び内容説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第９号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号 枝幸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 17 議案第 10 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 13 ページをお開きください。 

議案第 10 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 
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国民健康保険は、持続可能な運営を図るため、平成 30 年度から都道府県単位によ

る制度となり、財政運営の責任主体は北海道が担っております。 

北海道は、保険給付費用などを賄うために、各市町村の所得や被保険者数などに応

じた国保事業費等納付金を算定し、市町村では、その納付金を道への負担するために、

保険税率を定めたうえで国保加入世帯に保険税の賦課徴収を行っております。 

この度の改正は、令和７年度納付金額や参照となる標準保険料率の通知がなされま

したことから、当町の国保事業基金を活用した町独自の保険税率引き上げ緩和を図っ

ておりますが、課税区分合計で所得割率１％及び均等割額 2,000 円の引き上げについ

て税率改正をお願いするものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料でご説明させていただき

ます。議案関係参考資料 13 ページをお開きください。 

第３条第１項でございますが、基礎課税額として、医療給付に係る所得割額を算出

するもので、乗率 100 分の 7.7 を 0.6 引き上げ 100 分の 8.3 に改め、第５条は、基

礎課税額の被保険者１人当たり均等割額２万 6,600 円を 500 円引き上げ２万 7,100

円に改めるものでございます。 

次に、第６条は、後期高齢者医療制度への支援金に係る所得割額の乗率 100 分の

2.4 を 0.2 引き上げ 100 分の 2.6 に改め、第７条の２は、後期高齢者支援金分の１

人当たり均等割額 7,500 円を 1,000 円引き上げ 8,500 円に改めるものでございます。 

次に、第８条は、40 歳から 64 歳の被保険者に賦課となる介護納付金分に係る所得

割額の乗率で、14 ページの 100 分の 1.7 を 0.2 引き上げ 100 分の 1.9 に改め、第９

条の２は、介護納付金分の１人当たり均等割額 7,500 円を 500 円引き上げ 8,000 円

改めるものでございます。 

次に、国民健康保険税の減額、第 23 条の改正でありますが、第１項第１号は、所

得金額が 43 万円以下である世帯について７割軽減が適用となる規定でございます。 

15 ページをご覧ください。この度の均等割額の引き上げにより減額となる金額に

ついて、中段の、ア基礎課税分では、改正後の金額を１万 8,970 円、ウの後期支援金

分を 5,950 円、オの介護納付金分を 5,600 円にそれぞれ改めるものでございます。 

次に、下段の第２号は、５割軽減の規定となり、改正後の額を、16 ページ上段ア

の基礎課税分を１万 3,550 円、ウの後期支援金分を 4,250 円、オの介護納付金分を

4000 円に改めるものでございます。 

次に、第３号は、２割軽減の規定となり、改正後の額を、下段アの基礎課税分を

5,420 円、ウの後期支援金分を 1,700 円、17 ページ上段のオ介護納付金分を 1,600

円に改めるものでございます。 

次に、その下、第２項でございますが、小学校就学前の未就学児につきましては、

一人当たりの均等割額が５割軽減となりますことから、第１号では、基礎課税分につ

いて、改正後の額を、アの７割軽減世帯を 4,065 円、イの５割軽減世帯 6,775 円、

ウの２割軽減世帯を１万 840 円、エの軽減がない世帯を１万 3,550 円に改めるもの

でございます。 

その下、下段の第２号は、後期高齢者支援金分について、改正後の額を、アの７割

軽減世帯 1,275 円、イの５割軽減世帯を 2,125 円、18 ページウの２割軽減世帯を

3,400 円、エの軽減がない世帯を 4,250 円に改めるものでございます。 

最後に、附則でございますが、施行期日、第１項、この条例は、令和７年４月１日
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から施行する。適用区分、第２項、改正後の枝幸町国民健康保険税条例の規定は、令

和７年度以降の年度分の国民健康保険税について適用し、令和６年度分までの国民健

康保険税については、なお従前の例によるとしてございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 10 号の提案理由及び内容の説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、５番野口です。 

この条例について、反対の立場で討論させていただきます。 

一般質問でも申し上げましたとおり、この条例は、７割軽減、５割軽減という低所

得世帯に対しても値上げをするという法案になっています。 

再三申し上げましているとおり、非常に物価が高騰していて、食料品の価格が高く

食生活が本当に厳しいものになっています。 

この状態で低所得者の国民健康保険税を値上げするというのには到底賛同できませ

んので、反対とします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 他にありませんか。はい、ただいま反対討論がございました。 

賛成討論の方いらっしゃいませんか。いいですか。 

それでは、これより議案第 10 号についてを採決いたします。 

この採決は挙手によって行います。本案について賛成の方、原案のとおり決定する

方は挙手を願います。 

（挙手） 

○議長（小原 仁君） はい、挙手多数（挙手９名）と認めます。 

したがって、議案第 10 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第１１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 議案第 11 号 枝幸町医療技術者等就学資金及び

就業時一時金貸付条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事植村由佳君 登壇） 

○保健福祉課参事（植村由佳君） 議案書の 15 ページをお開きください。 

議案 11 号 枝幸町医療技術者等就学資金及び就業時一時金貸付条例の一部を改正

する条例について。 

枝幸町医療技術者等修学資金及び就業時一時金貸付条例の一部を改正する条例を次
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のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由をご説明申し上げます。 

より一層確保が難しく、恒常的に不足している医療技術者等の育成と充実を図るた

め、貸付対象職種及び年齢要件の拡大などについての改正をお願いするものでござい

ます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明させていた

だきます。議案関係参考資料の 19 ページをご覧ください。 

第１条、第２条、貸付の対象において、救急救命士を追加し、希望する勤務先とし

て枝幸消防署を追加しております。 

追加した救急救命士につきましては、臨床検査技師等に含み、修学資金は月額 10

万円以内、就業時一時金は満 35 歳未満の者とし、200 万円以内をとするものでござ

います。 

次に、20 ページの第２条の２、就業時一時金貸付の対象の改正につきましては、

年齢要件を５年引き上げ、下段の第３条の２で、その間の貸付金額を２分の１以内と

するものでございます。 

21 ページ中段の第７条では、償還の免除とする期間において、ただし、従事した

期間には、休職、休業及び停職の期間を含まないものとする。を追加するものでござ

います。 

下段の附則でございますが、この条例は、令和７年４月１日から施行するとしてご

ざいます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 11 号の提案理由及び内容説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 11 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 11 号 枝幸町医療技術者等就学資金及び就業時一時金貸付条

例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第１２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 議案第 12 号 枝幸町資料館施設条例の一部を改
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正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

社会教育課参事。 

（社会教育課参事高畠孝宗君 登壇） 

○社会教育課参事（高畠孝宗君） 議案書 17 ページをお開きください。 

議案第 12 号 枝幸町資料館施設条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町資料館施設条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

この度の改正につきましては、令和６年 12 月 25 日をもちまして、オホーツクミュ

ージアムえさしが、博物館法の規定に基づき博物館登録原簿に登録されたことを受け、

現行の資料館施設から博物館へと施設の位置づけを変更するものでございます。 

併せて、博物館法に規定する博物館の事業や職員に関する規定を追加し、これまで

資料館施設としてミュージアムに併置しておりました枝幸町埋蔵文化財センターの位

置づけを整理するものでございます。 

一部改正の内容につきましては、改正条文の読み上げを省略させていただき、別冊、

議案関係参考資料によりご説明させていただきます。 

議案関係参考資料の 22 ページをお開きください。左側が現行で、右側が今回の改

正後の内容となります。 

まず、題名ですが、枝幸町資料館施設条例を枝幸町博物館条例と改めます。 

次に第１条の設置では、博物館法による規定に加え、これまで枝幸町資料館施設に

併置としてきた枝幸町埋蔵文化財センターに関する文言を削除するものでございます。 

併せて、第２条の名称及び位置からも枝幸町埋蔵文化財センターを削除いたします。 

次に、第３条、事業を追加し、博物館法の規定に基づくミュージアムの事業として、

第１号から第６号までを加えます。 

23 ページ右側、中ほどをご覧ください。 

次に、第１条で削除いたしました枝幸町埋蔵文化財センターの設置に関する規定を

第４条として加えるものでございます。 

さらに 23 ページ左側、現行の第３条以下を改正後の第５条からに繰り下げ、23 ペ

ージ右側の第６条第１項では、博物館法の規定により、ミュージアムに館長に加えて

学芸員を置くことを加えます。 

23 ページ右側の下段、第７条では、資料館施設運営協議会を博物館運営協議会に

改めます。 

24 ページをお開きください。24 ページ右側、中ほどになります改正後の第９条第

３号では、文言の修正を行うものであります。 

最後に、附則でございますが、この条例は、公布の日から施行し、令和６年 12 月

25 日より適用するものとしております。 

なお、今回の条例改正により、ミュージアムが資料館施設から博物館に移行しまし

ても、これまでと変わることなく、ふるさと教育や文化観光の拠点としての機能を維

持してまいります。 

以上、議案第 12 号の提案理由の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 
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○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい。５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 資料館が博物館になったということで非常に誇らしい思いを

持っているわけなんですけども、博物館になったことで仕事がいろいろと変わったと

いう、条例にも出てきますけども、この中でですね、人的資源ですとか予算面ってい

うものを、そういったものに過不足が出ないのかっていう部分をちょっとお聞きした

いんですけども。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課参事。 

○社会教育課参事（高畠孝宗君） ただいまの議員ご質問にお答えいたします。 

枝幸資料館施設、それから、今回、博物館に位置づけが変わったことで予算的な過

不足生じないかというご質問でございますが、基本的には、現在のオホーツクミュー

ジアムえさしが担当しております地域学習ですとか、ふるさと教育ですとか、あるい

は、町外からたくさんお客様見ていただく文化観光の拠点としての機能自体につきま

しては、今までと全く変わることがないものと考えております。 

そうした意味で、現行の予算から過不足が生じるというふうには考えておりません。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。はい、それでは質疑

なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 12 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 12 号 枝幸町資料館施設条例の一部を改正する条例について

は、原案のとおり可決されました。 

 

◎延会宣言 

○議長（小原 仁君） これより、一般会計補正について審議をするわけであります

が、これから一般会計補正に入りますと時間がもう足りなくなりますので、本日は、

これにて会議を終了したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、それでは、これにて本日の会議を終了いたします。 

ご苦労さまでした。 

 

（延会 午後４時４６分） 

 


